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①  みえ森と緑の県民税基金積立金事業 1,149,251 千円 

みえ森と緑の県民税基金事業    総額 1,173,176 千円 

【県営事業】555,288 千円 【⑦ みえ森と緑の県民税 

市町交付金事業】 608,335 千円 

みえ森と緑の

県民税制度運

営事業 

9,553 千円 

■ 収入 
■ 支出 
■ 次年度以降に活用する額 

② 災害に強い森林づくり推進事

業      377,513 千円 

ア．災害緩衝林整事業 

377,513 千円 

③ 森林情報基盤整備事業 

88,384 千円 

④ 森を育む人づくりサポート体

制整備事業      63,262 千円 

ア．森林教育体制整備事業 

21,896 千円 

イ．森づくりサポートセンタ

ー運営事業    29,602 千円 

⑤ 野生生物保護事業 

17,072 千円 

ウ．森林教育施設整備事業 

11,764 千円 

⑥ 自然公園利用促進事業 

9,057 千円          

ア．みえ森と緑の県民税市町交

付金（連携枠）事業 

187,546 千円 

ａ．流域防災機能強化対策事

業      172,863 千円 

ｂ．森林再生力強化対策事業 

14,683 千円 

ウ．みえ森と緑の県民税市町交

付金（基本枠、加算枠）事業 

401,331 千円 

令和４年度に市町が活用する

事業費      351,972 千円 

後年度に活用するために市町

が積立てる事業費 

49,359 千円 

イ．みえ森と緑の県民税市町交

付金（防災枠）事業 

19,458 千円 

 
災害からライフラインを守る

事前伐採事業  19,458 千円 

生物多様性推進事業 

        17,072 千円 

森林とふれあう自然公園環境

整備事業    9,057 千円 

         4,278 千円 
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 近年頻発する豪雨等の異常気象の増加をふまえ、流木や土砂の流出による災害発生の恐れのある
渓流沿いの森林を対象に、県が流木災害等を軽減するため、①渓流内の危険木の除去、②流木や土
砂の流下を緩衝する渓流沿いの森林整備、③倒木や土砂の渓流への流入を抑制する山腹斜面での
森林整備など、災害緩衝林の整備を進めます。 
 また、豪雨時に流下して下流に被害を与えるおそれのある渓流内に異常に堆積した流木や土砂等
について、除去を行います。 

Ⅰ 災害緩衝林整備事業 
 ①渓流部において、流木になる恐れのある危険木を下

流へ流れ出さなくするために「危険木の伐採、撤去」 
 ②①の周辺渓岸部において、上流からの土砂の流下

を緩和するために「立木の大径化を促す調整伐、伐
採木の撤去」 

 ③①②の周辺山腹部において、渓流内に土砂が流れ
出さなくするために「立木の根系の発達を促す調整
伐」 

流域 

Ⅱ 土砂・流木緊急除去事業 
 豪雨等によって流出し人家等に被害を与える
恐れのある「異常に堆積した流木や土砂等の除
去」 

③立木の根系の発達を

促す調整伐（山腹部） 

①危険木の伐採、撤去 

（渓流部） 

異常に堆積した 
流木や土砂の 
除去 

②立木の大径化を促す調整伐、 

伐採木の撤去（渓岸部） 

林道(既設) 

流域 

整備前の森林状況 整備後の森林状況（紀宝町内） 

作業道等 

林道(既設) 

作業道等 

 災害に強い森林づくり推進事業 
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近年頻発する豪雨等の異常気象の増加をふまえ、流木や土砂の流出による災害発生の恐れのある

危険渓流域の森林を対象に、流木災害等を抑制するため、①渓流内の危険木の除去、②流木や土

砂の流下を緩衝する渓流沿いの森林整備、③倒木や土砂の渓流への流入を抑制する山腹斜面での

森林整備など、災害緩衝林の整備を進めます。 

近年頻発する豪雨等の異常気象の増加をふまえ、流木や土砂の流出による災害発生の恐れのあ

る渓流沿いの森林を対象に、流木災害等を軽減するため、①渓流内の危険木の除去、②流木や土

砂の流下を緩衝する渓流沿いの森林整備、③倒木や土砂の渓流への流入を抑制する山腹斜面での

森林整備など、災害緩衝林の整備を進めます。 

＜整備前の森林の状態＞ ＜整備区分 青字：立地環境 赤字：整備内容＞ 

 災 害 緩 衝 林 整 備 事 業 

流出する恐れのある

危険木が存在 

間伐不足で過密小径

な林分 

下層植生がみられず

表土が流出 

①渓流部で危険木の除去⇒流木発生抑制 

②渓岸部で調整伐による立木の大径化促進⇒森林の抵

抗力の増加⇒流木・土砂等流下緩衝 

③山腹部で調整伐による根系の発達促進、土砂止の設置

⇒斜面の安定化⇒流木・土砂等流出抑制 

【整備区分横断図】 

渓流部 山腹部 渓岸部 

危険木の除去 

渓流・渓岸部 

伐倒木を利用した土砂止の設置 

（整備前） 

（整備後） 

山腹部 
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渓流内に異常に堆積した流木 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流木撤去後（紀北町） 

 

 土砂・流木緊急除去事業 

 
 

 

異常に堆積した 
流木や土砂の 
除去 

流域 

 

林道(既設) 

作業道等 

 近年頻発する豪雨等の異常気象の増加をふまえ、流木や土砂の流出による災害発生の恐

れのある渓流沿いの森林を対象に、渓流内に異常に堆積した土砂や流木について、台風や

豪雨の際に流出して下流に被害を与える恐れのあるものを撤去します。 
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災害緩衝林整備事業

郡（市） 町 大字 字

1 （鈴鹿） － 西庄内町 池ノ谷 24.0 12,976 3.52 428,223 5,392 178 キャンプ場、林道 完成
車両系
山腹引上

2 （亀山） － 関町市瀬 野々谷 33.0 6,899 0.12 512,700 960 182 人家4戸、国道 完成 車両系

3 （亀山） － 加太中在家 オシカガ谷 99.0 13,918 1.03 318,468 5,635 0
人家1戸、保育園、
市道、田

完成 山腹引上

4 （亀山） － 加太中在家 三ツ合 74.0 6,842 0.56 377,000 2,423 506
キャンプ場、県道、
林道

完成 車両系

5 （亀山） － 加太板屋 西谷 23.0 7,579 1.91 400,600 3,803 66 鉄道、林道 完成 車両系

6 （亀山） － 安坂山町 横尾 33.0 7,335 2.81 281,800 3,559 214 人家19戸、市道 完成
車両系
山腹引上

7 （亀山） － 安坂山町 一之谷 10.0 17,280 3.42 402,400 4,638 0
人家2戸、県道、農
道

完成 山腹引上

8 （津） － 美杉町八知 トリガウエ 108.0 6,502 0.43 331,700 4,165 467
人家5戸、鉄道、市
道

完成
車両系
山腹引き上げ

9 （松阪） － 大足町 大足山 157.0 7,076 1.96 313,600 9,875 1,833
人家8戸、介護施
設、県道

完成 架線系

10 （松阪） － 阪内町 尻附谷 121.0 8,107 1.34 349,660 12,614 1,320
人家35戸、集会
所、県道

完成 架線系

11 （松阪） － 飯南町横野 フイ谷 33.4 16,824 2.75 442,100 4,827 0
人家18戸、公民
館、国道

完成 山腹引上

12 （松阪） － 飯南町下仁柿 中倉 135.0 1,204 1.10 301,600 8,537 1,790 人家13戸、市道 完成 架線系

13 （松阪） － 飯高町宮本 桐ノ木 10.0 9,213 0.10 802,380 8,538 789
人家3戸、国道、農
地

完成 架線系

14 多気 多気 相鹿瀬 羽鹿谷 230.0 7,729 2.48 261,200 8,539 924
人家2戸、県道、農
地

完成
車両系
山腹引き上げ

15 多気 大台 神瀬 狩ケ谷 777.8 4,549 0.00 0 8,540 655
人家10戸、鉄道、
国道

完成
車両系
架線系

16 多気 大台 下真手 荷ノ倉 191.0 2,050 0.64 31,575 8,541 1,645
人家19戸、町道、
林道

施工中

17 多気 大台 小切畑 庄吉小屋 180.0 6,405 0.00 0 27,795 5,709 人家3戸、林道 施工中

18 度会 大紀 永会 西ノ谷 9.7 15,713 7.74 420,800 8,610 0
人家21戸、消防
庫、県道、農地

完成 山腹引き上げ

19 度会 大紀 神原 樋ノ谷 68.0 10,436 14.48 413,800 8,610 0
人家10戸、公民
館、県道、農地

施工中

20 度会 度会 田口
樋ノ谷
（田口）

0.0 0 6.29 321,400 8,610 0 人家、県道、農地 完成

21 度会 大紀 神原
上ヶ野
（西ノ谷）

8.0 18,342 0.28 413,800 8,610 0
公民館、県道、農
地

施工中

22 （伊賀） － 奥馬野 オク 38.0 11,286 5.23 316,600 8,235 103
人家37戸、県道、
農地

完成
車両系
山腹引き上げ

23 （伊賀） － 下阿波 皿上 148.0 14,188 8.19 417,900 13,162 0
人家9戸、公民館、
国道、市道

完成 山腹引き上げ

24 （伊賀） － 上阿波 舩ヶ谷 64.0 13,992 15.07 317,255 16,592 13
人家2戸、国道、県
道

完成
車両系
山腹引き上げ

25 （伊賀） － 諸木 折戸 83.0 14,105 4.08 337,400 7,195 10 県道 完成
車両系
山腹引き上げ

26 （名張） － 青蓮寺 青蓮寺山 73.0 14,077 2.87 358,300 7,531 0 県道 完成 山腹引き上げ

27 （尾鷲） － 古江町 ソラ 100.0 11,133 3.69 301,700 10,256 2,698
人家38戸、漁港、
国道、市道

完成 架線系

28 （尾鷲） － 古江町 奥の谷 67.0 12,242 5.08 374,100 11,420 1,823
人家7戸、漁港、国
道、市道

完成 架線系

29 （尾鷲） － 九鬼町 奥地 71.0 9,443 2.10 324,800 9,618 1,852
人家55戸、公民館、電
話基地、県道、市道 完成 架線系

30 （熊野） － 井戸町 土地山 48.0 14,159 1.65 522,400 3,617 0 人家15戸、県道 完成 山腹引上げ

31 （熊野） － 井戸町 がま谷 259.0 8,848 4.72 422,200 19,342 4,400 人家2戸、県道 完成
車両系
山腹引上げ

32 （熊野） － 紀和町大河内 和知谷 108.0 3,445 12.45 598,925 19,343 2,658 林道 施工中

平均 平均

12市町 32箇所 3,383.9 9,809 118.1 356,762 289,132 29,835

コスト縮
減額（千
円）

令和４年度災害に強い森林づくり推進事業　実施箇所表

搬出方法
危険木等
除去体積
（m3）

施　行　箇　所

保全対象 進捗状況

危険木等
除去単価
（円／
m3）

合計

調整伐
(ha)

NO
調整伐単
価（円／
ha）

工事費
(千円）
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事例１　亀山市（三ツ合）

事例１　亀山市（三ツ合）

渓流部　危険木除去

渓岸部　危険木除去

整備前 整備後

整備前 整備後
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事例１　亀山市（三ツ合）

山腹部　調整伐

整備前 整備後
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事例２　津市（トリガウエ）

事例２　津市（トリガウエ）

渓流部　危険木除去

整備前 整備後

渓岸部　危険木除去

整備前 整備後
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事例２　津市（トリガウエ）

山腹部　調整伐

整備前 整備後
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事例３　松阪市（桐ノ木）

事例３　松阪市（桐ノ木）

渓流部　危険木除去

整備前 整備後

渓流部　危険木除去

整備前 整備後
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事例３　松阪市（桐ノ木）

事例３　松阪市（桐ノ木）

渓岸部　調整伐

整備前 整備後

山腹部　調整伐

整備前 整備後
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事例４　大紀町（西ノ谷）

事例４　大紀町（西ノ谷）

渓流部　危険木除去

整備前 整備後

渓流部　危険木除去

整備前 整備後
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事例４　大紀町（西ノ谷）

山腹部　調整伐

整備前 整備後
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事例５　伊賀市（折戸）

事例５　伊賀市（折戸）

渓流部　危険木除去

整備前 整備後

渓流部　危険木除去

整備前 整備後
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事例５　伊賀市（折戸）

山腹部　調整伐

整備前 整備後
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事例６　尾鷲市（奥地）

事例６　尾鷲市（奥地）

渓流部　危険木除去

整備前 整備後

渓流部　危険木除去

整備前 整備後
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事例６　尾鷲市（奥地）

事例６　尾鷲市（奥地）
整備前 整備後

渓岸部　　調整伐

整備前 整備後

山腹部　　調整伐
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事例７　熊野市（がま谷）

事例７　熊野市（がま谷）

渓岸部　調整伐

整備前 整備後

山腹部　調整伐

整備前 整備後
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１．パネル展示

２．工事現場でのPR

① 施工前に「のぼり」を設置
② 施工中に工事看板を設置
③ 完成後にPR標柱を設置

３．事業実績を三重県HPに公開

　令和４年度に各県庁舎及び各市町庁舎等の２７箇所でPRのための
パネル展示を実施しました。

　各工事実施現場で「みえ森と緑の県民税」を活用した事業であること
をPRするため、下記の①～③を実施しました。

　
　平成２６年度～令和３年度の事業実績として、事業箇所一覧表、位
置図及び箇所ごとの整備図面、整備対比写真を公開しています。（令
和４年度の事業実績については現在準備中です。）

災害に強い森林づくり推進事業のPR
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県庁舎等 令和5年5月10日 現在

展示場所 日数

四日市農林事務所 庁舎1階ロビー展示室 令和5年2月1日 ～ 令和5年2月15日 15

津農林水産事務所 庁舎ロビー 令和5年1月17日 ～ 令和5年1月27日 11

松阪農林事務所 庁舎玄関ホール 令和5年2月3日 ～ 令和5年2月17日 15

伊勢農林水産事務所 庁舎1階、2階ロビー 令和4年4月1日 ～ 令和5年3月31日 365

伊賀農林事務所 庁舎２階ロビー 令和5年1月15日 ～ 令和5年1月31日 17

尾鷲農林水産事務所 1階ロビー 令和5年2月8日 ～ 令和5年2月20日 13

熊野農林事務所 原木市場 令和4年3月20日 ～ 令和4年3月20日 1

市町庁舎等

展示場所 日数

四日市市 農水振興課窓口 令和5年2月10日 ～ 令和5年2月28日 19

桑名市 桑名市役所農林水産課　窓口 令和5年1月16日 ～ 令和5年2月28日 44

いなべ市 シビックコア棟1階壁面 令和5年3月1日 ～ 令和5年3月14日 14

亀山市 農林振興課窓口 令和5年1月4日 ～ 継続展示中 127

鈴鹿市 鈴鹿市役所　１階　市民ギャラリー 令和5年2月27日 ～ 令和5年3月3日 5

木曽岬町 庁舎3階　エレベーターホール隣 令和5年1月4日 ～ 継続展示中 127

東員町 西庁舎　１階 令和5年3月13日 ～ 令和5年3月24日 12

川越町 あいあいホールロビー 令和5年2月4日 ～ 令和5年2月26日 23

朝日町
役場1階　玄関ロビー

役場2階　大会議室前ガラス面
令和5年2月14日 ～ 令和5年2月28日 15

菰野町 菰野町農村環境改善センターロビー 令和5年1月6日 ～ 令和5年3月17日 71

津市 津市白山庁舎 令和5年2月1日 ～ 令和5年3月31日 59

松阪市 松阪市飯高地域振興局１F窓口 令和5年1月16日 ～ 令和5年3月16日 60

明和町 明和町役場研修室 令和5年2月1日 ～ 令和5年2月15日 15

多気町 BAＮＫＹＯ文化会館ロビー 令和5年1月11日 ～ 令和5年1月27日 17

大台町 大台町宮川総合支所１Ｆロビー 令和5年2月15日 ～ 令和5年3月2日 16

伊賀市役所 ３階フロア 令和5年2月1日 ～ 令和5年2月15日 15

名張市役所 1階ロビー 令和5年3月14日 ～ 令和5年3月31日 18

尾鷲市役所 1階ロビー 令和5年2月21日 ～ 令和5年3月3日 11

熊野市 熊野市文化交流センター 令和4年2月7日 ～ 令和4年2月15日 9

御浜町 役場ロビー 令和4年2月20日 ～ 令和4年2月28日 9

展示期間

災害に強い森林づくり推進事業
ＰＲ展示等の展示場所及び展示期間

展示期間
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　　県庁舎及び市町庁舎等の
　　　　　　　　　　　　　ＰＲパネル展示状況

熊野市文化交流センター

大台町（宮川総合支所）

四日市庁舎

津庁舎
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２．施工中の工事看板に税の内容を記載して設置

３．完成後にＰＲ標柱を設置

工事現場のＰＲ状況

１．施工前に「のぼり」を設置

資料２－２
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①

②
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三重県ホームページ掲載内容① 資料２－２
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三重県ホームページ掲載内容②
資料２－２
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三重県ホームページ掲載内容②資料２－２
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三重県ホームページ掲載内容②資料２－２
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三重県ホームページ掲載内容②資料２－２
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森林づくりを県民みんなの力で！
平素は、三重県行政にご理解、ご協力を賜りお礼申し上げます。
この度は、下記の箇所において、災害緩衝林整備事業を実施することとなりま

した。
工事中は、ご迷惑をおかけしますが、何卒ご理解とご協力のほどよろしくお願

いいたします。

工事名 ：令和〇年度災害緩衝林整備事業第〇－〇号工事（〇〇）
工事期間：令和 年 月 日（ ）～令和 年 月 日（ ）
工事内容：危険木除去、森林整備
施工場所：〇〇市〇〇町〇〇（別添位置図）

工事のお知らせ

近年頻発する豪雨等の異常気象の増加をふまえ、流木や土砂の流出による災害発
生の恐れのある渓流沿いの森林を対象に、「みえ森と緑の県民税」を活用して
「災害緩衝林整備事業」を行っています。
危険木の除去や、森林整備などを進め、流木災害等を軽減します。

【工事に関するお問い合わせ先】
発注者：三重県〇〇事務所 森林・林業室

〇〇〇〇課
ＴＥＬ：〇〇〇〇－〇〇－〇〇〇〇
受注者：〇〇〇
ＴＥＬ：〇〇〇〇－〇〇－〇〇〇〇

【施業のイメージ】

（整備前）

（整備後）

渓流・渓岸部 山腹部

【災害緩衝林整備事業】

地元住民への周知資料資料２－２
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令和〇年度災害緩衝林整備事業第〇ー〇号工事（〇〇）
位置図　縮尺1：10,000　（案）

災害緩衝林整備範囲

地元住民への周知資料
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森林づくりを県民みんなの力で！

下記工事は、令和 年 月 日（）をもちまして完了いたしました。
渓流内の倒木や根の浮き上がった木など、流木の原因となる危険木の除去と、

渓流沿いの森林整備を行いました。

工事名 ：令和〇年度災害緩衝林整備事業第〇－〇号工事（〇〇）
工事内容：危険木除去、森林整備
施工場所：〇〇市〇〇町〇〇

工事完了のお知らせ

【工事に関するお問い合わせ先】
発注者：三重県〇〇事務所 森林・林業室 〇〇〇〇課 TEL：〇〇〇〇-〇〇-〇〇〇〇
受注者：〇〇〇 TEL：〇〇〇〇-〇〇-〇〇〇〇

【対比写真】（例） （整備前） （整備後）

（渓流部）

（渓岸部）

（山腹部）

引き続き災害に強い森林を目指し、山崩れや洪水などの災害発生のリスクを軽
減するための森林整備を進めてまいります。

地元住民への周知資料資料２－２
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危険木を除去した渓流
での流木等危険木発生
状況を把握(一部，三重
大学共同研究)

UAV空撮画像の解析に
より事業実施箇所の
森林状況の変化を把握
（名古屋大学共同研究）

調整伐実施後の
状態変化を調査

根系発達による斜面安定効果を検証するために

成長促進効果を検証するために

危険木除去による流木発生抑制効果を検証するために

調整伐と伐倒木を利用した
土砂止の設置

① 根系分布調査，根引
き抜き試験により，表層
崩壊防止力を把握

② 土砂流亡量調査で，
土砂流亡抑制効果の持
続期間を把握（三重大
学共同研究）

根引き抜き試験及び根系分布調査
の実施，土砂流亡量の継続調査

効果検証にかかる調査・研究

危険木
除去

項目1 樹木根系による斜面安定効果調査

項目2 UAV（ドローン）を用いた森林モニタリング調査

項目3 整備森林における危険木発生状況調査

 渓岸部・・・調整伐による立木の成長の促進※に対して

 山腹部・・・調整伐による立木の成長の促進，
斜面安定効果及び土砂流亡抑制効果発揮に対して

・斜面安定効果，土砂流亡抑制効果
は発揮できるか？ ・・・・・・・・・・・・・・項目1

・立木の成長は促進されるか？ ・・・・・項目2

・立木の成長は促進されるか？ ・・・・項目2

 渓流部・・・危険木除去による流木発生抑制効果に対して

効果検証が必要な事項
・流木発生抑制効果は持続

しているか？ ・・・・・・・・・・・・・・・項目3

現状？

災害に強い森林づくり推進事業

効果検証にかかる調査・研究事業 成果の概要 （林業研究所）

効果検証が必要な事項

効果検証が必要な事項

事業目的と検証事項

整備後整備前

土砂流亡量調査

令和5年度 第2回評価委員会資料

根引き抜き試験

根系分布調査

※本事業では胸高直径30cm以上
の森林に誘導することを目標として
いる

UAV（ドローン）

資料２－２
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項目1 樹木根系による斜面安定効果調査（R1～5）
目的：

①根系による表層崩壊防止力の把握・・・山腹部における調整伐実施が斜面安定（根系による表層崩壊防止力）に及
ぼす効果を明らかにする。
②土砂流亡量の継続調査・・・調整伐実施，土砂止設置による土砂流亡抑制効果の持続期間を明らかにする。

方法：

①調整伐後6～11年経過したスギ林5カ所，同6～8年経過したヒノキ林5カ所において，それぞれ調整伐実施地と未実
施地の立木間中央部（崩壊防止力の最弱部）各3カ所で根系分布調査を行った。得られたデータに対し，根引き抜き試
験から得た崩壊防止力推定モデルを適用して崩壊防止力を推定し，調整伐実施地と未実施地との比較検証を行った。
②平成27～29年度に土砂流亡量観測を行った3カ所の試験地で観測を継続した（三重大学共同研究）。

結果：

①調整伐実施地では，調整伐直後は伐採木の根系腐朽により，立木間中央部の崩壊防止力は一時的に低下すると
推測されるが，調整伐の効果により，未実施地と比較して立木間距離が長いにも関わらず，6～11年後には崩壊防止
力が同程度まで大きくなった（図-1）。全調査地の根系分布データから，立木間距離と崩壊防止力の関係を解析したと
ころ，同じ立木間距離では実施地の方が未実施地よりも崩壊防止力が大きかった（図-2）。これらの結果より，実施地
の根系による崩壊防止力は，斜面全体では未実施地よりも大きくなっていると考えられた。
②調整伐後の林床被覆率上昇に伴って土砂流亡量は減少し，調整伐後8年経過時点でも低い水準で保たれていた
（図-3）。林床被覆率が高い状態が保たれていることから，今後も土砂流亡抑制効果は持続することが推察された。

2015

林床被覆の変化
（白山ヒノキ箱401の例）

土壌断面（幅1m×深1m）

根系分布調査

根直径別の本数データを得る

崩壊防止力
の推定

図1．調整伐実施地と未実施地における表層崩壊防止力の比較

2022

2019

調整伐
実施地

未実施地

立木間中央部は最も根系
による崩壊防止力が弱い

根引き抜き試験から
崩壊防止力推定
モデルを構築

①調整伐後6〜11年で根系による崩壊防⽌⼒は斜⾯全体では未実施地よりも⼤きい
②調整伐と⼟砂⽌による⼟砂流亡抑制効果は調整伐後8年時点まで持続していた

図3．調整伐後の林床被覆率と土砂流亡量の経年変化

スギ林 ヒノキ林

全国平均値
（三浦2011）
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図2．全調査地の根系分
布データによる立木間距
離と崩壊防止力の関係
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誤差線は標準偏差, ***: <0.001,  ns:有意差なし

調整伐後の経過年数
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目的：

UAVにより山腹部，渓岸部での調整伐による立木の肥大成長促進や健全性向上の効果を広域的に検証する。

方法：

平成26年度から調整伐前後の森林状態の変化を広域的にモニタリングしているが，これまでの航空レーザ測量に代
わりUAV（ドローン）を使用することで，面積は限定されるものの低コストで即時的に森林情報を得られる可能性がある。
平成26年度設定モニタリング区域内（大台町）において設定した3カ所の空撮区域，令和元年度事業実施地において
設定した3カ所の空撮区域でUAVによる空撮を行った。大学との共同研究により UAV空撮データから高精度で森林情
報を取得するための技術を開発し（図4），取得した空撮データを解析することで（図5），調整伐後の森林状態の変化を
広域的に把握した（名古屋大学共同研究）。

結果：

調整伐を行うことによる直径成長の促進（図6），森林資源の現況や現時点での目標直径到達状況などを広域的に確
認できた（図7）。

項目2 UAVを用いた森林モニタリング調査（R1～5）

単木（樹頂点，樹冠）抽出，
樹高・DBH推定

UAV森林情報解析システム

森林情報

入力

図4．UAV空撮画像からの森林情報解析技術

出力

UAVにより調整伐による直径成⻑改善や森林の現況を広域的に確認できた

R4 胸高直径

R元 胸高直径

空撮データSfM解析

変化

R4‐R元
胸⾼直径変化量

（3年間）

図5．森林状態の変化量把握（胸高直径の例）
単木単位データを10m×10mメッシュ単位でマップ化
し，2時期間の変化量をGISで計算

図7．胸高直径の現況
（令和4年，大台1-1地区 ）

いずれの区域でも，調整伐実施地
は未実施地より，わずかに成長量
が大きい傾向がみられた

解析区域
（スギ実施地）

0.7ha

解析区域
（ヒノキ未実施地）

0.4ha

空撮区域
黄の線で囲んだ部分

4.8ha

解析区域
（ヒノキ実施地）

0.6ha

●モニタリングの例
（胸高直径の3年間の変化）

●モニタリングの例
（胸高直径の現況）

●作成したオルソフォト

図6．令和元年（調整伐後5年）から令和4年（同8年）
の胸高直径の変化量（大台1-1地区 ）

R4-R元年変化量平均値

差分値

目標状態への誘
導に向け，今後の
整備が必要なエリ
アを把握できた。

胸高直径30cmに
達しているエリア
は少ない

 高密度点群解析システム
 UAV樹高・DBH推定システム

Gap抽出処理

入力ファイル

平滑化処理
(Lowpass Filter)

Local Maximum 
Filter

樹冠モデル
（樹冠傾斜）

領域内最大
標高点抽出

樹冠認識

閾値（２σ）によ
る未検出樹冠領
域抽出

DSM
(0.5mメッシュ）

林冠DSM

平滑化林冠DSM

樹頂点

復元DSM
（水永 1992）

誤差ラスター

樹頂点座標・樹冠投影面積（pos）
樹冠認識結果（Crown ID）
最適樹冠傾斜(10mGrid)（G_shp）
樹冠形状近似式パラメータ(10mGrid)（G_shpA, G_shpB)
樹冠形状近似式パラメータ（樹冠）（Cw_shpA, Cw_shpB)

再
帰

処
理

樹
頂

点
追

加

Gapマスク

ラベリング処理
（ノイズ除去）

最
適

樹
冠

傾
斜

の
推

定
（
1
0
m

 G
ri
d)

高密度点群

G
ap

周
囲

除
外

最大値処理
穴埋処理

UAV画像群

SfM処理
(Metashape)

Iterative Closest 
Point(ICP)アルゴ

リズムによる２次元
変換行列の推定

UAV高密度点群LiDAR点群データ

LiDAR
DTM

UAV
樹頂点座標

(x,y,z)

UAV
DSM

UAV
Gap

LiDAR
樹頂点座標

(X,Y,Z)

２次元変換行列
によるUAV

Gap座標(xd,yd)
の変換

標高補正量
（Δz=axd+byd+c)によ
る補正UAV樹頂点標
高(zd=z+Δz)の算出

LiDAR
Gap

重複Gap座標におけ
るUAV Gap標高と

LiDAR DTMの標高差
（Δz=Z-z)の算出

２次元変換行列によ
るUAV樹頂点座標

(xd,yd)の変換

変換UAV樹頂点座
標(xd,yd,zd)

UAV樹高(hd)推定
(zd-LiDAR DTM)

UAV樹頂点の
推定樹冠面積

DBH推定モデル
によるDBH推定

目標値

UAV空撮

高密度点群データ生成

実施地 未実施地

ヒノキ 1.95 1.89
スギ 1.32 -

　大台1-2 H26 スギ 5.4 0.34 0.19

　大台1-3 H26 スギ 5.9 1.30 1.27

新規事業地

　亀山 R元 スギ・ヒノキ 4.6 1.10 0.96

　大台2 H30・R元 スギ・ヒノキ 3.9 0.39 -

　熊野 R元 ヒノキ 3.6 1.57 1.30

地区
事業実施

年度
樹種

空撮区域
面積
ha

胸高直径成長量
cm

モニタリング区域

　大台1-1 H26 4.8
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亀山（2018年整備）

伊賀（2019年整備）

松阪（2018年整備）

大台（2018年整備）

未整備流域

整備流域

調査期間中の
・最大24時間雨量の最大値

321mm (津1，2019)
・年間雨量の最大値

2,419mm (大台，2021-2022)
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事業で除去した
倒流木の材積（m3/100m）

再
発

生
し

た
倒

流
木

の
材

積
（
m

3
/
1
0
0
m

） 点線は1:1ライン
このラインより下側にポイント
があると除去材積の方が再
発生した材積よりも多い

項目3 整備森林における危険木発生状況調査（R1～5）
目的：

渓流部で実施している危険木（倒流木）除去による流木発生抑制効果を検証する。

方法：

平成26年度，27年度事業により渓流部の危険木除去を行った67箇所の整備渓流（延長55～2,015 m，平均延長548 
m，総延長36,700 m）を除去から3～6年後に踏査し，倒流木発生の現況を多点調査した（図8）。また，整備渓流4カ所
（延長283～673m），未整備渓流2カ所（延長368，745m）に固定試験地を設定し（図12），毎年，冬季の渇水期に危険
木の発生，消失，移動状況を追跡調査した（一部，三重大学共同研究）。

結果：

平成26，27年度事業地の多点調査の結果，再発生した倒流木の材積は除去材積と比較してわずかであり，平成29年
21号台風による風倒被害を受けた一部を除き，除去効果は維持されていた（図9） 。固定試験地における追跡調査で
も，調査を行った4年間に倒流木量はほとんど変化しなかった（図12）。そのため，著しい台風被害などを受けなけれ
ば，長期間にわたって除去効果は維持されると考えられた。倒木の発生要因は，風倒に起因する根返りや幹折れ，
渓岸侵食が主要因であり，これらの発生を森林管理によって防ぐことで大幅に倒流木を少なくできる可能性がある
（図10）。また，流木は倒木と比べて腐朽度が高く，長さが流路幅よりも短いことから（図11），流路幅の狭い渓流内で
は倒木が分解，破断して流木化するまで，これらが長期間滞留する危険性がある。そのため，流木被害対策として渓
流部の倒流木等を除去することは有効な手段であることがわかった。

図8．多点調査を行った事業地の位置 図9．各事業地の倒流木除去材積と
現状材積の関係（67カ所）

整備状態が保たれた渓流
（亀山市）

管内
整備
年度

箇所数
調査
延長

調査年度

四日市 H26,H27 5 1,460m R元

津 H26,H27 9 3,295m R元、R3

松阪 H26,H27 15 9,530m R2

伊勢 H26,H27 11 7,280m R3

伊賀 H26,H27 8 4,545m R3

尾鷲 H26,H27 9 4,165m R3

熊野 H26,H27 10 6,425m R3

合計 67 36,700m

著しい台⾵被害などを受けなければ⻑期間にわたって除去効果は維持された

0 10 20 30 40

0

10

20

30

40

流路幅（m）

平
均

長
（
m

）

流木

倒木

1:1流路幅より
長い

流路幅より
短い

図10．67カ所の事業地における
全倒木（202.8m3）の発生要因
毎の材積割合

令和5年度の予定
 今後開催されるアドバイザリーボードでの専門家の意見等をふまえて，追加調査や成果のとりまとめを進め，報告書

を作成する予定である。

風倒

（根返り）

58%渓岸侵食

15%

風倒

（幹折れ）

12%

山腹から滑落

8%

人為

3%

山腹崩壊

3%

不明

1% 立ち枯れ

0%

平成29年21号
台風被災

平均
12.4m3/100m

平均
0.8m3/100m

図12．固定試験地における倒流木材積の経年変化
図11．各事業地の整備区間中央部付近における最大24時間

雨量時の流路幅と倒流木の腐朽度，平均長の関係

0 10 20 30 40
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3

4

流路幅(m)

平
均

腐
朽

度

流木

倒木

①腐朽度 ②平均長

「倒木」・・・山腹から渓流に入って，その場所から一度も流下していないもの
「流木」・・・渓流に入ったのちに流下した履歴があるもの

腐朽度（1～4）は数値
が大きいほど腐朽が
進んでいる

調査期間中の
・最大24時間雨量

の最大値
674mm (紀北町)

・年間雨量の最大値
4,482mm (紀北町)
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樹種や樹高、立木密度、材積等の森林資源情報を正確に把握することは、森林整備を行うう
えで重要であるとともに、精度の高い３次元地形データを取得することにより、災害発生の危
険性の高い地域等を効率的に把握することが可能となることから、災害に強い森林づくりをよ

り効果的に進めるため、航空レーザ測量を実施します。

森林情報基盤整備事業

① 樹頂点の位置を抽出し、単木情報（樹高や本数、太さ、単木材積）を推定・記録

樹頂点の抽出イメージ 抽出した樹頂点データに、単木情報を記録

② 従来の地形図よりも詳細な地形情報の取得

ID 0001

樹高 ～ m

胸高直径 ～ ㎝
材積 ～ m3

既存の地形図立体地形表現図

③ 単木情報を林分単位（10ｍ×10ｍ）に集約し、森林の状態を可視化

森林整備の優先順位決めに活用可能例：過密な林分を赤く着色し可視化。（相対幹距比）

過密

適正
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森
林
情
報
基
盤
整
備
事
業

航
空
レ
ー
ザ
測
量
成
果
の
一
例

林
相
区
分
（
1
/1
,0
0
0
）

ス
ギ

ス
ギ

ヒ
ノ
キ

広
葉
樹

ヒ
ノ
キ

広
葉
樹

ス
ギ

ス
ギ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ス
ギ

ス
ギ

飛
行
機
か
ら
照
射
し
た
レ
ー
ザ
の
反
射
光
の
強
さ
等
を
用
い
て
調
製
し
た
「
林
相
判
読
支
援
図
」
（
上

背
景
）
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

空
中
写
真
（
下

背
景
）
で
は
影
で
見
え
づ
ら
い
箇
所
に
つ
い
て
も
、
正
確
な
林
相
区
分
（
黒
線
）
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
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森
林
情
報
基
盤
整
備
事
業

航
空
レ
ー
ザ
測
量
成
果
の
一
例

立
体
地
形
表
現
図
（
1
/1
,0
0
0
）

現
行
の
地
形
図

飛
行
機
か
ら
レ
ー
ザ
光
を
照
射
し
、
反
射
し
た
位
置
を
算
出
す
る
こ
と
で
、
詳
細
に
地
形
を
計
測
し
、
立
体
地
形
表
現
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

現
行
の
空
中
写
真
か
ら
作
成
し
た
等
高
線
図
（
右
）
で
は
微
地
形
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
航
空
レ
ー
ザ
測
量
で
作
成
し
た
立
体
地
形

表
現
図
（
左
）
で
は
、
地
形
の
崩
れ
や
浸
食
状
況
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

従
来
、
現
地
に
行
か
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
か
っ
た
情
報
が
事
前
に
机
上
で
わ
か
る
た
め
、
危
険
で
重
労
働
で
あ
っ
た
現
地
調
査
を
省
力
・
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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備
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空
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ー
ザ
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量
成
果
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森
林
資
源
解
析
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材
積
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1
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航
空
レ
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デ
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位
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定
し
ま
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結
果
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森
林
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報
基
盤
整
備
事
業

航
空
レ
ー
ザ
測
量
成
果
の
組
み
合
わ
せ
例

単
木
解
析
（
胸
高
直
径
）
＋
立
体
地
形
表
現
図
（
1
/
8
0
0
）

こ
れ
ら
の
成
果
を
単
独
あ
る
い
は
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
森
林
整
備
を
進
め
る
林
分
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
例
）
立
体
地
形
表
現
図
か
ら
渓
流
沿
い
の
箇
所
を
探
索
し
、
胸
高
直
径
が
小
さ
く
流
木
化
し
や
す
い
立
木
を
可
視
化
し
ま
し
た
。胸
高
直
径

～
2
0
㎝

2
0
㎝
～
3
0
㎝

3
0
㎝
～
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航空レーザ測量の実施状況

R4末時点
航空レーザ測量及び

森林資源解析箇所

【航空レーザ測量実施市町】

鈴鹿市、亀山市、津市、松阪市、大台町、度

会町、大紀町、南伊勢町、伊賀市、

名張市、紀北町、尾鷲市 、御浜町、紀宝町

森林情報基盤整備事業

R4末時点
航空レーザ測量箇所

（森林資源解析未完了）
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森林情報基盤整備事業の情報発信状況について 
 

１ 三重県ホームページへの掲載 
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～森林管理のきっかけづくり～

「Mie Click Maps for 三重県森林ページ」
 を公開しました

●所有する森林を確認してみましょう●

　県では、災害に強い森林づくりをより効果的に進めるため、令和元年度からみえ森と緑
の県民税を活用し、航空レーザ測量とその測量成果を用いた森林資源解析により精度の高
い森林情報の基盤整備を実施しています。得られた森林情報のうち、詳細な地形データや
森林の分布などを、WEB上で確認することが可能となります。
また、森林計画図や森林簿の情報の一部についても、WEB上で確認することが可能です。

森林情報をWEB上で確認することができるため、現地に行かずに所有する森林の情報を
把握することができます。
　所有する森林の現状が分からずにお困りの方などが、現状を把握するうえで有効な情報
収集の手段となります。

微地形を色、濃淡で表現し
た図です。
森林に覆われて上空からは
見えない小さな尾根や谷、
崩壊地形まで読み取ること
ができます。

樹種毎に色分けした図です。
森林資源の分布状況を把握す
ることができます。

※同一樹種であっても、本数密
度、樹高等に明らかな違いが
ある場合は分割されています。

立体地形表現図

林相区分図

スマホで見れるスマホで見れる
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●お問い合わせ先●

●森林資源解析データとは●

航空レーザ測量に関すること 森林計画図に関すること

三重県 農林水産部 森林・林業経営課
スマート林業推進班
℡059-224-2991 ℡-059224-2564

三重県 農林水産部 森林・林業経営課
森林計画班

●掲載ホームページの紹介●

(URL）https://mcm-map-pref-mie.hub.arcgis.com/

地理院タイルは、国土地理院コンテンツ利用規約
（https://www.gsi.go.jp/kikakuchousei/kikakuchousei40182.html）に従って利用できます。

地理院タイルは、国土地理院コンテンツ利用規約
（https://www.gsi.go.jp/kikakuchousei/kikakuchousei40182.html）に従って利用できます。

　森林資源解析データとは、単木毎の情報を１０ｍ×１０ｍ単位で集約し、森林の特徴を
可視化できるようにしたデータです。
※単木毎の情報→　航空レーザ測量によりレーザ光が樹木に当たった位置情報を解析し、
　　　　　　　　　得られた情報（樹頂点位置や樹高等の推定値）

三重県地図情報サービス（Mie Click Maps）は、地図を利用し
て三重県が保有する位置や場所に関する情報を公開・提供する
サイトです。
本サイトに三重県森林ページを新たに公開します。

森林のha当たり材積を確認できます。
赤い箇所ほど材積が多いです。
（要因：樹高が高い、密な林分）

森林資源解析図(ha当たり材積)

森林計画図

地理院タイルは、国土地理院コンテンツ利用規約
（https://www.gsi.go.jp/kikakuchousei/kikakuchousei40182.html）に従って利用できます。

森林計画図※をWEB上で確認するこ
とができます。
また、森林簿情報（樹種、林齢等）につ
いても、区域ごとに確認できます。
※森林計画図は、樹種や所有形態等により
　分割されています。
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みえスマート林業推進協議会 研修会 

 

航空レーザ測量成果の活用に関する研修会 事項書 

 

日時：令和５年２月７日（火） 

 １３時３０分～１５時３０分  

場所：三重県伊勢庁舎４０１会議室 

 

１．研修内容 

（１）森林境界明確化と意向調査の推進について 

～航空レーザ測量成果、森林クラウド等を活用した事例の紹介～ 

 

【概要】 

航空レーザ測量成果を活用した他県での先進的な取組の事例紹介を通じ

て、森林経営管理制度に基づく森林境界明確化や意向調査を効果的に実施し

ていくためのノウハウについて、株式会社パスコの上田副部長に講義いただ

きます。 

 

①航空レーザ測量成果を活用した地籍調査（津市の事例） 

②航空レーザ測量成果を活用した森林境界明確化（宮崎県延岡市の事例）  

③過去の航空写真と ICT技術を活用した森林境界明確化 

（鹿児島県垂水市の事例） 

④森林クラウドを活用した意向調査の見える化（福岡県久留米市の事例） 

 

（２）３Ｄを活用した路網計画について 

 ～航空レーザ測量成果の活用に向けて～ 

 

（３）質疑応答 

 

 

２．講師 

株式会社パスコ 事業統括本部 森林プロジェクト推進部 

副部長 上田 正博 
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みえスマート林業推進協議会 ＩＣＴ施業推進部会 事項書 

 

日時：令和 4年 12月 16日（金）13時 30分～16時 

場所：津市桜橋 3丁目 446-34 三重県津庁舎大会議室 

 

 

１．紀伊半島の森林経営管理に適した目標林型の類型化と施業指針の作成に関

する調査・研究成果についての講義（13：30～14：30） 

 

講師：三重大学大学院 生物資源学研究科 松村教授 

 

【概要】 

当該調査・研究については、森林経営管理制度を適正に運用し、効率的に森

林整備を推進するため、紀伊半島の地域特性を踏まえた経営管理に適した森林

の判定基準や現状の森林タイプに応じた目標林型の類型化、類型化した目標林

型に誘導するための具体的な施業方法などをまとめた指針（マニュアル）とな

っており、その内容について三重大学の松村教授に講義いただきます。 

 

 （休憩） 

 

２．森林クラウドと指針（マニュアル）の実際の活用方法について 

（14：40～15：40） 

 

講師：三重県農林水産部 森林・林業経営課 スマート林業推進班 田村 

 

【概要】 

指針に基づき、間伐施業が必要な森林の抽出や、施業を行う際の間伐率の設

定、間伐施業の設計等の一連の流れを、森林クラウド上の航空レーザ測量及び

森林資源解析成果を用いて行う手法を実演します。 

 

 

３．ＩＣＴ施業推進部会の今後の進め方について 

（15：40～16：00） 
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〇第２期の取組実績

〇令和４年度事業の主な経費

事務費

1

1

1

業務

業務

式

R2
約272km2

(27,205ha)

約554km2

(55,365ha)

鈴鹿市・亀山市・

大台町・度会町・

尾鷲市・紀北町

大台町・尾鷲市・

紀北町は解析のみ

計測対象市町 備　考

R1
約643km2

(64,310ha)

約398km2

(39,820ha)

津市・大台町・伊

賀市・名張市・尾

鷲市・紀北町

大台町・尾鷲市・

紀北町は計測のみ

年度 レーザ計測面積 解析完了面積

森林情報基盤整備第2号業務委託

約200km2

(19,964ha)

レーザ計測面積

松阪市・大台町・

大紀町・南伊勢

町・紀北町

大台町・紀北町は

計測のみ

R4
約324km2

(32,386ha)

約479km2

(47,889ha)

津市・松阪市・大

台町・尾鷲市・紀

北町・御浜町・紀

宝町

大台町・紀北町は

解析のみ

津市・松阪市は計

測のみ

R3
約638km2

(63,780ha)

約440km2

(44,038ha)

約124km2

(12,422ha)

金額(千円)

事業費 うち県民税 うち国費

68,574 43,111 25,463

項目 数量 単位

森林情報基盤整備第1号業務委託
約277km2

(27,672ha)

45,269 45,269 0

合計
約324km2

(32,386ha)

約479km2

(47,889ha)

約202km2

(20,217ha)

113,846 88,383 25,463

3 3 0

解析完了面積

合計
約1,877km2

(187,681ha)

約1,871km2

(187,112ha)
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④―ア：森林教育体制整備事業 

担当課：林業研究所 普及・森林教育課 

 

基本方針：②県民全体で森林を支える社会づくり 

対策区分：③森を育む人づくり 

 

１ 事業の目的 

 「森林や木材が暮らしや経済に当たり前に取り入れられている社会づくり

へ向けた教育」、「森林に関わる活動やビジネスを志すきっかけとなる教育」、「自

ら考え、判断して行動する力を育む森林教育」に取り組むことで、「みえ森林教

育ビジョン」を実現し、「県民全体で森林を支える社会づくり」を推進します。 

 

２ 令和４年度事業の概要 

 みえ森林教育ビジョンを実現するため、森林教育の裾野を広げ、子どもから

大人まで一貫した教育体系を構築し、主体的・対話的で深い学びの充実を図るた

めのイベントや講座の開催、森林教育プログラムの開発及び森林教育ステーシ

ョンの整備等に取り組みました。 

 

  
【具体的な取組】 

（１）森林教育イベントの開催 

 ・第１回みえ森林教育シンポジウム 

（２）森林教育プログラムの開発・実践 

① 子ども向け講座【ジュニアフォレスター育成講座】 

② 指導者向け講座【森林をフィールドに子どもの「生きる力」を育む指導者養成講座】 

③ 学生向け講座【みえ森林教育 学生ワークショップ～森や木や自然にふれあい、学び、

育む教育・保育を考えよう～】 

④ 企業向け講座【みえ森林教育企業講座 SDGｓ時代の企業における森林とのつきあい

方について考える Vol.2～三重の資源、森と木をどう活かすか～】 

⑤ 幼児教育関係者向け支援【みえ森林教育アドバイザー派遣】 

⑥ 小学生向け冊子の開発・発行 

 （A）副読本「三重の森林とわたしたちのくらし」 

 （B）みえ森林ワークブック 

（３）森林教育ステーションの整備 

① 森林教育ステーションの認定 

② 森林教育ステーション認定に向けた支援 

（４）森林教育の効果検証 
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（１） 森林教育イベントの開催 

【第１回みえ森林教育シンポジウム】 

目的 

 森林教育に関心のある方から、実際に森林教育に取り組む実践

者、また、子どもから大人など幅広い立場の県民が、ワークショッ

プや体験教室に参加し、森林教育について学び、意見を交わし、考

える機会を設けるほか、トークセッションや記念講演を通じて、こ

森林教育に対する理解を深め、これまで以上に様々な場面で森林教

育を推進することを目的に、みえ森林教育シンポジウムを開催しま

す。 

日時 令和５年２月４日(土)10 時から 16 時 

場所 三重県総合文化センター 

対象 幅広い立場の県民 

内容 

第１部 ワークショップ 

① 幼児教育・保育セクション（参加人数 52 人） 

対象：幼児保育関係者 

テーマ：身近な自然を活用した「森のようちえん」的体験 

② 森林教育指導者セクション（参加人数 36 人） 

対象：森林教育指導者 

テーマ：「生きる力」を育む森林教育 

③ 学校教育セクション（参加人数 21 人） 

対象：学校関係者 

テーマ：「森林 ESD」を取り入れた多様な教育活動への対応 

④ 森の料理教室：どんぐりのクッキーづくり（参加人数 45 人） 

⑤ 木工教室：木の雑貨作り（参加人数 43 人） 

第２部 ステージプレゼンテーション 

① 第 9 回みえの森フォトコンテスト表彰式 

② トークセッション 

「森や自然にふれる学び、育みのこれから」 

③ 記念講演会「絵本と自然とこども」（参加人数 327 人） 

いわむらかずお（絵本作家） 
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反応 

参加者の声 

・地球環境問題が深刻化し、その解決方法が見つからない中、緑化、

森づくり、森林教育は大変重要な役割を果たすと思います。ぜひ今

後もこのシンポジウムを続けて、一人でも多くの森林教育の指導者

が増えることを期待しています。（幼児教育・保育セクション参加

者） 

・子どもたちの声が聞こえる中で、子どもや森に思いを寄せる大人

が集まることができてとても良い雰囲気でした。（幼児教育・保育セ

クション参加者） 

・園のすぐ横の山林や小川を活用した野外保育をしていますが、ま

だまだ野外保育とよべるレベルではありません。秘密基地や遊具

を、木工や木材に詳しい方に協力いただいて子どもたちと作ってみ

たいです。（幼児教育・保育セクション参加者） 

・野外体験の学童保育を行っています。子どもと子育て世代が気軽

に利用できる自然体験フィールドを作りたいです。（森林教育指導

者セクション参加者） 

・今回のパネリストの活動は参考になった。子どもへの伝え方など

参考にしたい。（森林教育指導者セクション参加者） 

・子どもの体験格差について、私自身も常々感じているところなの

で、改善策を話し合える場があればと思いました。（森林教育指導者

セクション参加者） 

・今後も森林教育のつながりを広げることができるこのような場を

期待しています。（森林教育指導者セクション参加者） 

・学校現場の取組を知れてよかった。（学校教育セクション参加者） 

・このように森林教育などテーマ性をもっていろんな方と話し合う

のは大切だと思いました。（学校教育セクション参加者） 
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森林教育シンポジウムの開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

  
幼児教育・保育セッションの様子 学校教育セッションの様子 

森の料理教室の様子 木工教室の様子 

第 9 回みえの森フォトコンテスト表彰式の様子 記念講演会の様子 
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県ホームページや県フェイスブックによるイベント情報の発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

県ホームページ 
県フェイスブック 
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（２）森林教育プログラムの開発・実践 

① 子ども向け講座 

【ジュニアフォレスター育成講座】 

目的 

森林や自然、野外活動等に関心のある子どもたちの学びの意欲を

さらに高揚し、森林・林業及び持続可能な社会への理解を促進する

とともに、子供たちの創意工夫や適応力、寛容さなどを養い、「生き

る力」を育むことを目的に講座を実施します。 

日時 
令和４年 11 月 23 日(土)、12 月３日(土)、12 月４日(日) 

令和５年１月 14 日(土)、１月 15 日(日)  計５日間 

場所 三重ぴよクエの森（三重県民の森） 

対象 参加人数 15 人 小学校４年生から６年生 

内容 

11 月 23 日(土)：1 日目 

・クイズで考えよう森のはたらきと林業 

・木を切りたおしてみよう 

・ネイチャーストーブを使ってみよう 

・つえをつくってみよう 

・森の木々を知ろう 

12 月 3 日(土)：２日目 

・ツリークライミングで木に登ろう 

・木の高さをはかろう 

・はかってみよう二酸化炭素の固定量 

・森の木の本数を計算してみよう 

・クッブ体験 

12 月４日(日)：３日目 

・アロマオイルをつくろう 

・コンパスを使ってみよう 

・ウォークラリーで森を学ぼう 

・森の価値を考えよう 

１月 14 日(土)：４日目 

・自分のはしをつくろう 

・火をおこしてみよう 

・バームクーヘンづくり 

・メニューを考えよう 

１月 15 日(日)５日目 

・自分たちの料理をつくろう 

・ジュニアフォレスター宣言 
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効果と

課題 

（効果） 

・最後まで元気よく子どもたちがいきいきとそれぞれの個性を発揮

して活動する姿が見られた。 

・専門的な知識が必要なところでは、講師を別に依頼したことで、

より細やかで興味を持てるプログラムができた。 

・前年度から対象年齢を１学年引き上げたことで、プログラムへの

理解が深まり、座学に対しても集中している様子が見られた。 

・講座日数を５日間とすることで、余裕をもって実施することがで

きた。 

・森や木に関する様々な方面からアクティビティを実施したこと

で、森や木に関して多面的な見方ができるようになった。 

（課題） 

・プログラム数が多く、深い学びへの導きが不十分となるケースが

見受けられたため、精査が必要 

・指導者養成講座と組み合わせると、子どもの人数に対して大人の

人数が多くなり、相対的に子ども同士のコミュニケーションが少な

くなっていく。最初から養成講座参加者が参画していくようなプロ

グラムにしてもよい。 

・グループでの話し合いは、まとめるのが難しく、テーマの設定や

ファシリテートの仕方でうまく誘導する必要がある。 

反応 

参加者の声 

・このイベントは楽しいイベントなのでこれからも続けてほしい（4

年生） 

・木は二酸化炭素を吸収して固定して酸素を出すということが分か

った（4 年生） 

・木で杖を作ったり、竹で箸を作って使うことができるということ

がわかった。（４年生） 

・植えて、伐って、植えて、伐ってを繰り返して環境が良くなると

いうことが分かった。（4 年生） 

・木にはいろいろな使い方や役割があるということが分かった（５

年生） 

・林業は木を守って育てる仕事で、色々な技術を持っていることが

わかった。（5 年生） 

・針葉樹と広葉樹の見分け方が分かった（６年生） 
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ジュニアフォレスター育成講座の状況 

 

  

１日目「森の木々を知ろう」 

２日目「ツリークライミングで木に登ろう」 

３日目「アロマオイルをつくろう」 ４日目「自分のはしをつくろう」 

５日目「自分たちの料理をつくろう」 ５日目「ジュニアフォレスター宣言」 
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②指導者向け講座 

【森林をフィールドに子どもの「生きる力」を育む指導者養成講座】 

目的 

「自ら考え、判断して行動する力を育む森林教育」を進めていく

ため、森林をフィールドに子どもの「生きる力」を育むことのでき

る指導者を育てることを目的に、講座を実施します。 

日時 

令和４年 11 月５日(土)、11 月 20 日(日)、 

12 月３日（土）、12 月４日(日)、12 月 18 日(日) 

令和５年１月 14 日(土)、１月 15 日(日) 

場所 
国立曽爾青少年自然の家、速水林業太田賀山林 

三重ぴよクエの森（三重県民の森）、三重県林業研究所 

対象 

参加人数 12 名 

・三重県内に在住、通勤又は通学している 18 歳以上の方 

・教育・保育関係者（志望者を含む）、森林教育指導者、自然体験等

施設関係者又は当該分野に関する取組を実践されている方 

・原則、全日参加可能な方  

内容 

11 月５日(土)1 日目：そに森の子キャンプの視察 

場所：国立曽爾青少年自然の家 

11 月 20 日(日)２日目：フィールド（森林）についての理解 

「持続可能な森林利用」 

 場所：速水林業大田賀山林 

12 月３日(土)３日目：子どもの生きる力を育む自然体験活動 

 －指導者としての心構えー 

 場所：三重ぴよクエの森（三重県民の森） 

1 月４日(日)４日目：対象者を理解する 

 －発達段階をふまえた子どもとの関わり方― 

場所：三重ぴよクエの森（三重県民の森） 

12 月 18 日(日)５日目：自然体験活動における安全管理 

 場所：三重県林業研究所 

１月 14 日(土)６日目：活動実践① 

 場所：三重ぴよクエの森（三重県民の森） 

１月 15 日(日)７日目：活動実践② 

 場所：三重ぴよクエの森（三重県民の森） 

※所定のカリキュラム終了時に認定試験に合格した場合、自然体験

活動指導者（NEAL リーダー）に登録可能 
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森林をフィールドにした子どもの「生きる力」を育む指導者養成講座の状況 

 

  

７日目の実践で 

小刀の使い方を 

子どもたちに教えている様子 

６日目の実践で 

火のおこし方を 

子どもたちと一緒に 

考えている様子 

７日目の実践で 

のこぎりの使い方を 

子どもたちに教えている様子 
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③ 学生向け講座 

【みえ森林教育 学生ワークショップ～森や木や自然にふれあい、学び、

育む教育・保育を考えよう～】 

目的 

将来森林教育に携わりたいと考える学生などを対象に、森林や

木、自然にふれあいながら学び育む教育・保育について考えること

を目的に、ワークショップを開催します。 

日時 
令和４年 10 月 29 日(土)、10 月 30 日(日)、11 月 12 日(土) 

  計３日間 

場所 
三重県林業研究所、三重ぴよクエの森（三重県民の森） 

速水林業大田賀山林 

対象 

主に大学・短大・専門学校・大学校等の教育機関に在学する方で 

森林・自然、野外体験等を活用した教育・保育・子どもの育ち、森

のようちえん、木育などに関心のある方       ８名 

内容 

10 月 29 日(土)1 日目：三重県林業研究所 

・「木について知ろう」「森と社会の関係を知ろう」 

・「木工体験 ヒノキのターナーを作ろう」 

・「世界と日本の森林の現状」「LEAF の取組」 

・「森林飽和」「SDGｓと森林保全」 

10 月 30 日(日)２日目：三重ぴよクエの森（三重県民の森） 

・「森林環境教育に取り組む意義と効果」 

・「ネイチャーストーブでお湯をわかそう」 

・「森のようちえんのフィールドを探索しよう」 

・「野外体験保育の意義と効果」 

11 月 12 日(土)３日目：速水林業大田賀山林 

・「持続可能な社会と森林利用」「森林認証の意義」 

・「FSC🄬の森を歩こう」 

・「森の香りのスモークチーズ試食会」 

・「森林教育と SDGｓ」 
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反応 

参加者の声 

・森林にあまり関心がなかったが、昔の背景に驚き今の環境問題に

も驚き関心を持つようになりました。 

・今までより一層、森林環境教育のおもしろさと必要性に気付くこ

とができました。 

・森や自然の中で遊びながら学べる環境づくりのコツ、ポイントな

ど、森のようちえんの活動を小学校で取り入れることができないか

と思いました。 

・森林のことについてほぼ何も知らなかったので学べてよかった。

また、机上の学習だけでなく野外での活動も多かったことがよかっ

た。 

・講義より体験活動が多い方が自分が指導する立場になったときに

自分の経験で伝えやすいと思いました。 

・参加者の森林教育へのかかわりや森林に対する考え方を知って、

意見交換する場が欲しいと思いました。 

・今後は森林インストラクターなどの資格にも挑戦してみたい。 

 

学生向けワークショップの状況  
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④ 企業向け講座 

【みえ森林教育 企業講座 SDGｓ時代の企業における森林とのつきあ

い方について考える Vol.2～三重の資源、森と木をどう活かすか～】 

目的 

企業（事業者）を対象に、代々手入れされてきた林業地を見学す

ることで、森林を知る体験をし、森林の現状や森林を活用すること

の意義などについて学び、企業が森林との結びつきやビジネスチャ

ンスなどについて考える機会を創出することを目的に、講座を実施

します。 

日時 

場所 

令和４年９月 27 日(火)速水林業大田賀山林 

令和４年 11 月 11 日(金)三栄林産、かぶとの森テラス 

  計２日間 

対象 

参加人数 10 名 

三重県内に本社、または事業所を置かれている企業の方 

（林業関係事業体を除く）           

内容 

1 日目：速水林業大田賀山林 

実際に林業地を訪れ、感覚的に森を知るとともに、森林の現

状や活用することの意義などについての講義と、林業最前線の

事業者から生の声を聴く。 

２日目：かぶとの森テラス及び亀山市林業総合センター 

製材所や木製品を販売するショールームの他、森林資源の新

たな活用に係る取組について見学し、事業者からの講義や意見

交換を実施  

反応 

・今回の講座への参加により、新たなビジネスチャンスを考えるき

っかけづくりになりました。また、改めて弊社が林業に深く関わっ

ていくことの重要性を再認識することができた講座でした。 

・間伐材を使った「子どもの体験（箸づくり）」を行っていますの

で、三重県産の間伐材を探していました。それらの情報をいただく

ことができました。 

・森林、林業を取り巻く環境と私たちのくらしとのつながり、事業

への展開は、まず目に見える形で知り、互いの連携を摸索すること

が大事と思いますので、今回のような機会を継続され、関係者が増

えていくとよいと思います。 

・講習会に参加して三重県の生産森林の状況を初めて理解しまし

た。他の社員にも参加させたいと思います。 
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④  幼児教育関係者向け支援【みえ森林教育アドバイザー派遣】 

目的 

森林や木、木材に親しみ、自ら考え、判断して行動できる人づく

りを目的とした「みえ森林教育」を推進するため、未就学児を対象

とした保育、幼児教育を行う現場での森林教育の取組を支援するこ

とを目的に、森林教育 アドバイザーを派遣します。 

日時 

場所 
令和４年 11 月 16(水) 名張市防災センター 

対象 
名張市内私立・公立の保育園・こども園の職員 22 名 

名張市保育幼稚園室２名、名張市農林資源室１名    計 25 名 

内容 

アドバイザー：認定こども園森の風こども園 副園長 嘉成永慈氏 

名張市自然体験保育研修～自然体験保育実践に向けたポイント～ 

意見交換会 

反応 

主催者の声 

・市としては来年度以降も同様にアドバイザーの派遣を希望した

い。 

状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

研修会の様子 
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県ホームページによる案内 
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⑥ 小学生向け冊子の開発・発行 

（A）副読本「三重の森林とわたしたちのくらし」 

目的 

 「みえ森林教育ビジョン」の趣旨に則り、森林教育の裾野の拡大の

ための取組として、児童が三重県の森林について知識を深め、関心

をもつきっかけとなることを目的に、小学５年生の社会科に対応し

た副読本を発行・配布しました。 

日時 令和４年７月発行・配布 

対象 県内の小学校に通う小学５年生の全ての児童 
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（B）みえ森林ワークブックの開発・発行 

目的 

 「みえ森林教育ビジョン」の趣旨に則り、主体的・対話的な学びを

取り入れた教育手法の体系化を図ることを目的に、小学校の学習指

導要領に適合した「みえ森林ワークブック」を発行しました。 

日時 令和５年３月発行 

対象 県内の小学校に通う５年生及び６年生の全ての児童 

内容 

１） みえ森林ワークブック作成検討会の開催 

みえ森林ワークブック作成にあたり、教育関係者を主とする

検討会を３回開催し、小学校の学習現場で活用されるワーク

ブックとするため、学習指導要領や森林 ESD との関連付け

などを検討しました。 

【検討会のメンバー】 

津市立育生小学校 教諭 伊藤洸亮 

一般社団法人 SDGs コミュニティ 代表理事 新海洋子 

   松阪市立徳和小学校 主幹教諭 服部真一 

   三重大学教育学部 教授 平山大輔 

   京都教育大学 教授 山下宏文 

   三重県教育委員会事務局小中学校教育課 

   三重県林業研究所 

 

２） みえ森林ワークブック作成業務委託 

上記検討会の意見を踏まえ、学習指導要領に対応した小学 5

年生の社会科と小学 6 年生の理科のワークブックを作成し、

それぞれ 23,000 部、教員用の手引書各 3,000 部を発行しま

した。 

 

３） その他 

作成したみえ森林ワークブックは、毎年小学５年生に配布し

ている副読本「三重の森林とわたしたちのくらし」と併せて、

令和５年７月に配布します。 
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（３）森林教育ステーションの整備 

 ① 森林教育ステーションの認定 

目的 

 県民の皆さんに森づくりの大切さや木材利用の意義を広く普及す

ることを目的に、木製遊具や玩具に触れ、森林・林業について学べる

常設型の森林教育施設を「みえ森林教育ステーション」に認定しま

す。 

期間 令和４年４月～令和５年３月 

対象 

施設 

みえ森林教育ステーション認定要領第２条より 

 （１）県産材を使った遊具又は玩具を常設していること。 

 （２）森林や木材に関する書籍や絵本について、未就学児から小学

生までを対象に各年代に 対応した書籍を１０冊以上常設している

こと。 

 （３）主に未就学児や児童、保護者等の複数名が日常的に利用でき

る空間（以下「森林教育 空間」）が確保されていること。 

 （４）森林教育空間の広さは、おおむね４㎡以上あり、木製の床で

あること。 

 （５）常設の職員を設置し、森林教育活動を積極的に展開する意欲

があること。 

 （６）第５条の認定施設の管理者の責務の遂行が見込まれること。 

認定 

状況 

【令和４年度認定施設 ８件】 

認定 No.007 ふらここひろば hanare（認定日 R4.7.7） 

認定 No.008 桜橋子育て支援センター（認定日 R5.1.2） 

認定 No.009 紀宝町子育て支援センター（認定日 R5.3.9） 

認定 No.010 紀宝町生涯学習センター「まなびの郷」 

（認定日 R5.3.9） 

認定 No.011 紀宝町飛雪の滝キャンプ場（認定日 R5.3.9） 

認定 No.012 伊賀市子育て包括支援センター（認定日 R5.3.14） 

認定 No.013 尾鷲市幼保連携型認定こども園ひのきっここども園 

                  （認定日 R5.3.10） 

認定 No.014 尾鷲市子育て支援センター ちびっこひろば 

                  （認定日 R5.3.10） 

反応 

【施設担当者の声】 

・子どもたちの興味に沿って森のお話もでき、子どもたちがいろん

なことに関心を持っていることが分かった。 

・０歳児から２、３歳児までの子どもたちを対象とした木のコーナ

ーはとても人気で、木の車や電車等の玩具で遊ぶことを楽しんでい
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ます。 

・木の床が心地よいのか、寝転んだり素足になったりして体全体で

心地よさを感じている姿が見られました。また、自然と子どもが集

まって落ち着いて遊んでいました。 

【施設利用者の声】 

・子どもたちが木製おもちゃのチップでいろんなものを作ったり並

べたりと飽きもせずに制作していたのが印象的だった。 

・座るのが気持ちいい。 

・木の匂いがする。 

・昔のおばあちゃんが住んでいた頃を思い出す。 

・三重県の木でこんないいものが作れるんですね。 

・ここで絵本を読むと落ち着きます。 

・木の床は暖かいんですね。 

 

認定施設の活用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふらここひろば（紀北町） 

紀宝町子育て支援センター（紀宝町） 

桜橋子育て支援センター（津市） 
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県ホームページによるみえ森林教育ステーション認定施設の紹介 
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②  森林教育ステーションの認定に向けた支援 

目的 
 みえ森林教育ステーションの認定を受けようとする施設の整備に

必要な物品の一部を支援します。 

期間 令和４年４月～令和５年３月 

支援施

設数 
８施設 

対象 

資材 

みえ森林教育ステーション整備支援事業実施要領第４条より 

 （１）県産材の積み木（※可能な限り地域産材とする。） １セット 

 （２）木製タイル ５㎡程度 

 （３）木製玩具 （※５点までとする。） 

 （４）森や木に関する書籍や絵本 １０冊程度 

 

各施設に支援した森林教育関連物品の設置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふらここひろば（紀北町） 桜橋子育て支援センター（津市町） 

飛雪の滝キャンプ場（紀宝町） ひのきっここども園（尾鷲市） 
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（４）森林教育の効果検証 

目的 

 「みえ森林教育ビジョン」のもと、森林や木材が暮らしや経済に当

たり前に取り入れられている社会づくりに向けた森林教育を展開し

ていくことを目的に、三重県内の子どもたちが森林や木、木材に対

して有している認識や関わりについての現状調査を、キッズ・モニ

ターアンケートにより実施し、その結果を分析しました。 

日時 調査期間：令和４年 10 月 28 日から 11 月 14 日 

対象 
キッズ・モニター登録者 558 人（うち回答者 153 人） 

・県内在住又は在学の小学４年生から 18 歳までの児童・生徒等 

林業研究

所 

研究職員

による 

検証結果 

１） キッズ・モニターアンケートの結果 

・９割近くの回答者が森林・木、木材に親しみを「感じる」

および「少し感じる」と回答しました。 

・この１年間に森林等に親しむ体験や活動が「ない」と回答

した割合は約４割を占め、年代別では小学生が 12％、中学

生が 40％、高校生が 74％となり、年代が上がるほど増加し

ました。 

・森林や木材、林業について教わる相手として多くの児童・

生徒等が「学校の先生」「親など」を選択しました。 

２） 考察 

・児童・生徒等に森林教育を実施するためには、教育機関と

連携して学校における教育活動の一環として組込まれるこ

とが有効と考えられる。 

・木製の学習机や椅子の導入や、興味を持ちやすい樹種を構

内に植栽するなど森林等との関わりに気づき、親しめるしか

けを学校や公園を優先して整備するとともに、その気づきを

促す働きかけを行うことが有効と考えられる。 

・十数年後に児童・生徒等が「親など」の立場になった時、

彼らが森林等に対して感じる「親しみ」がその子ども世代へ

教示される可能性があると考えるならば、充実した森林体験

と正しい見識に基づく森林教育を推進することはとても意

義深いと考えられる。 

３） 報告 

・今回の検証結果については、「三重県林業研究所研究報告 

第 13 号（通号 33 号）」に掲載するとともに、その内容を県

ホームページに掲載しました。 
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三重県林業研究所研究報告 第 13 号（通号第 33 号）への掲載状況 
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（５）主な経費の内訳 

項目 支出額（円） 備考 

みえ森林教育シンポジ

ウムの開催 
3,163,599 

報償費、旅費、消耗品・備品

購入費、会場使用料など 

ジュニアフォレスター

育成講座 
2,979,075 

委託費、旅費、消耗品費 

指導者養成講座 140,905 報償費、旅費など 

学生向け講座 717,075 
報償費、旅費、消耗品費、チ

ラシ印刷費など 

企業向け講座 432,141 
報償費、旅費、委託費、バス

借り上げ料など 

みえ森林教育アドバイ

ザー派遣 
58,925 

報償費、旅費 

みえ森林ワークブック

作成 
4,191,406 

委託費、報償費、旅費など 

副読本作成 804,495 委託費、旅費 

みえ森林教育ステーシ

ョンの認定 
1,029,789 

消耗品費、旅費など 

その他事務経費等 8,394,808 会計年度任用職員報酬など 

合計 21,912,218  
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④ーイ：みえ森づくりサポートセンター運営事業 

担当課：林業研究所 普及・森林教育課 

 

基本方針：②県民全体で森林を支える社会づくり 

対策区分：③森を育む人づくり 

 

 

１．事業の目的 

森林教育や森づくり活動に携わる人材の育成を図るとともに、これらの活動

に地域や学校等で取り組みやすい体制を整えることで、「県民全体で森林を支

える社会づくり」を推進します。 

 

２．令和４年度事業の概要 

学校や地域で実施される森林教育や森づくり活動にかかる相談窓口となる

「みえ森づくりサポートセンター」を運営し、森林教育や森づくり活動に対す

る、広域的・総合的なサポートを行いました。 

 

【具体的な取組】 

（１）森林教育指導者や学校関係者を対象とした養成講座の開催 

① 森林教育指導者養成講座【地域講座】 

② 森林教育指導者養成講座【スキルアップ講座】 

③ 学校教職員森林環境教育研修 

（２）森林教育指導者等への活動支援 

① 森のせんせい登録、② 森のせんせい座談会、③ 森の学校 

④ 物品の貸出 

（３）学校現場における森林教育の支援 

① 森林教育出前授業、② 森林教育活動のコーディネート 

（４）森の写真教室及びみえの森フォトコンテストの実施 

① こども森の写真教室 

② 第９回みえの森フォトコンテスト 

③ みえの森フォトコンテスト入賞作品展示 

（５）森づくり活動の支援 

① 県民参加の植樹祭、② 森づくり活動支援講座 

（６）森林教育・森づくり活動に関する相談対応 

（７）森林教育・森づくりに関する冊子・季刊誌の発行など 

① 森林教育活動事例集、② 森林づくりニュース 

③ホームページや SNS を活動した情報発信 
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（１）森林教育指導者や学校関係者を対象とした養成講座の開催 

森林教育の推進に向けた指導者養成講座及び学校教育関係者を対象とした

研修を実施しました。 

① 森林教育指導者養成講座【地域講座】：地域の特性に応じた指導者養成講

座を６回実施し、80 名が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座名 開催日 開催場所 
募集
人数 

受講
人数 

【伊賀地域】技術編 ５月 15 日(日) 
伊賀上野ぴよクエの森 
（上野森林公園）（伊賀市） 

10 名 10 名 

【松阪地域】知識編 ６月 26 日（日） 
松阪市飯高林業総合センター、 
月出の中央構造線周辺森林（松阪市） 

15 名 14 名 

【松阪地域】 
野外活動安全管理編 

７月 17 日（日） 松阪市森林公園（松阪市） 15 名 13 名 

【四日市地域】 
木育初級編 

７月 23 日（土） 
三重ぴよクエの森（三重県民の森） 
（菰野町） 

20 名 16 名 

【東紀州地域】 
見学編②（流通・加工） 

９月 17 日(土) 
熊野原木市場協同組合、 
(株)野地木材工業（熊野市） 

15 名 14 名 

【松阪地域】 
見学編①（森林・林業） 

１月 14 日(土) 
叶林業所有森林、宮前小学校 
（松阪市） 

15 名 13 名 

受講者の声 

・たくさんのプログラムができてよかったです。いろんな場面でインタープリ

テーションがつかえるようになりたいです。（技術編受講者） 

・文面だけで読んでもイメージしにくかった「森林の多面的機能」の理解が、

自分なりに進んだように感じています。（知識編受講者） 

・自然体験活動に対するリスクとハザードについて指導者として、考え、どの

ように参加者・子どもに伝えるべきか考える機会となりました。（野外活動安

全管理編受講者） 

・プログラム作成を行う事で木育を実施する立場のことを深く考える機会とな

りました。（木育初級編受講者） 

・「製材」を日本の文化として残さなければいけないと思いました。製材の過

程を知り、現場のナマを見聞きすることで、三重県の木を使うことの大切さが

理解できました。木材は、人の知識、経験、技、歴史がたくさん詰まっている

ものなのだと思い、感動しました。（見学編②受講者） 

・若い人が地域でプロとして林業をしているのに感心しました。町に住む素人

になにができるのかと思いました。（見学編①受講者） 
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② 森林教育指導者養成講座【スキルアップ講座】：森林教育の指導者のスキ

ルアップ講座を３回実施し、22 人が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座名 開催日 開催場所 
募集
人数 

受講
人数 

LEAF 
ローカルインストラクター編 

11 月 26 日（土） 
11 月 27 日（日） 

(株)ひのき家及び周辺山林（大紀町） 10 名 ３名 

コミュニケーション編 
９月３日（土） 
９月４日（日） 

登茂山公園（志摩市） 15 名 ５名 

木育中級編 11 月 20 日(日) いなべ自然楽校（いなべ市） 10 名 14 名 

指導者養成講座【スキルアップ研修】の実施の状況 

受講者の声 

・実技を見聞きするのと、自分でやるのでは全く違い、下見の大切さ、事前の

イメージが大切と痛感しました。（LEAF ローカルインストラクター編受講者） 

・インタープリテーションについて、体系的に学ぶことができて、講義もとて

も勉強になりました。実習では、改めて他の方の視点を取り入れていくことの

大切さを感じました。学んだことを生かせるようにしていきたいです。（コミ

ュニケーション編受講者） 

・実際に森のせんせいのような活動をしてみようと思ったときに、ノコギリの

使い方など役に立ちそうな話が聞けてよかったです。（木育中級受講者） 

木育中級編の様子 LEAF ローカルインストラクター編の様子 
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③ 学校教職員森林環境教育研修：学校での森林教育の取組促進を図るため、

県教育委員会事務局との共催により学校教職員を対象とした研修（１回） 

を実施し 20 名が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

講座名 開催日 開催場所 
募集
人数 

受講
人数 

学校教職員森林環境教
育研修 

7 月 29 日（金） 三重県総合博物館 MieMu 20 名 20 名 

受講者の声 

・環境教育の概念や考え方が大きく変わりました。今まで「生き物を大切に」

「食べ物やごみ問題」というイメージがありましたが、今回の講座から木とい

う視点から子どもたちとともに考えていくことができるとわかった。 

・学校にある木について、子どもたちと調べたり、生き様（ざま）について話

をしていきたい。授業だけでなく、朝の会などちょっとした時間に子どもたち

に森林の大切さや面白さを伝えていきたい。 

・中学校技術を担当しており、森林に関する授業が新学習指導要領から入って

きたので、すぐにでも取り入れられると思った。 

・５年生の社会科だけでなく、様々な学年で実践できそうだと思った。 

学校教員森林環境教育研修の実施の状況 
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（２）森林教育指導者等への活動支援 

 ① 森のせんせい登録 

（目的）県民やさまざまな主体の参画による森林教育を進めるため、森林教

育指導者の活動内容等の情報を学校や関連施設に提供し、森林教育の場や機

会を拡大することを目的に、森林や自然環境に関する学習の指導者を「森の

せんせい」として登録しました。 

（森のせんせい登録者数の推移） 

 
H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

個人 19 19 24 29 33 34 38 48 55 61 77 

団体 10 16 16 20 26 28 30 32 40 43 47 

合計 29 35 40 49 59 62 68 80 95 104 124 

 

② 森の先生座談会 

（目的）森のせんせいなど森林教育者のネットワーク構築を目的に、森のせ

んせい座談会を開催しました。 

（内容）参加者から地域で行っている森林教育の状況について報告し、活動

における課題への対応や参考となる事例の紹介など、意見交換を行いまし

た。 

開催地域 開催日時 開催会場 参加人数 

北勢地域 
３月 26 日(日) 

13:00～16:00 

三重ぴよクエの森 

ふれあいの館 
４名 

中南勢・伊賀

地域 

２月４日(土) 

10:00～11:45 

三重県総合文化センター 

男女共同参画棟 
７名 

伊 勢 志 摩 地

域 

１月 28 日(土) 

10:00～12:00 
横山ビジターセンター ３名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森のせんせい座談会の実施の状況 

１月 28 日横山ビジターセンター 3 月 26 日三重県民の森 
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③ 森の学校 

（目的）これから森林教育指導者として活躍する意欲のある森のせんせいが、

森林教育を実践し、経験を積む場として、森林や木について楽しく学べること

をテーマに、森林散策や木工体験等を行う「森の学校」を実施しました。 

（内容）令和４年度は 29 回の「森の学校」を実施し、1,002 人に対して森林教

育を実施しました 

【森の学校開催一覧】 

番号 開催場所 開催日 森の学校名 参加者数 

1 イオンモール東員 4 月 2 日(土） 
三重県産間伐材で森の標本

箱を作ろう！ 
20 人 

2 イオンモール東員 4 月 3 日(日） 
丸太切り体験と木のキーホ

ルダーを作ろう！ 
27 人 

3 高田短期大学 5 月 15 日(日） 竹林整備と竹の小物作り 10 人 

4 高田短期大学 5 月 15 日(日） 
竹林整備とスタードーム作

り 
15 人 

5 イオンモール鈴鹿 5 月 21 日(土） 三重県産材でイス作り 17 人 

6 イオンモール鈴鹿 5 月 22 日(日） 
木と貝がらのちょうちょブ

ローチ作り 
48 人 

7 イオンモール明和 6 月 11 日(土） 
三重県産材で作る森の標本

箱作り 
31 人 

8 イオンモール明和 6 月 12 日(日） 葉っぱで遊ぼう 36 人 

9 イオンモール津南 6 月 18 日(土） 木のペンダント作り 21 人 

10 イオンモール津南 6 月 19 日(日） 
三重県産材で作る森の標本

箱作り 
27 人 

11 イオンモール四日市北 7 月 2 日(土） 小径木のコースター作り 33 人 

12 イオンモール四日市北 7 月 3 日(日） ねじり組コースター作り 40 人 

13 イオンモール桑名 7 月 9 日(土） ねじり組コースター作り 40 人 

14 イオンモール桑名 7 月 10 日(日） 木のバードコール作り 32 人 

15 松阪市森林公園 7 月 10 日(日） 木のペンダント作り 52 人 

16 四日市塩浜児童館 7 月 30 日(土） カホン作り 21 人 

17 四日市塩浜児童館 7 月 30 日(土） 木のバードコール作り 18 人 

18 県立みえ子どもの城 8 月 7 日(日) 夏の自然観察会 26 人 
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19 県立みえ子どもの城 8 月 7 日(日) 小さな夏の生き物観察会 19 人 

20 県立みえ子どもの城 8 月 7 日(日) 
間伐材でポールハンガーづ

くり 
22 人 

21 県立みえ子どもの城 8 月 7 日(日) 竹のおもちゃ作り 22 人 

22 
三重県環境学習 

情報センタ― 

8 月 11 日 

（木・祝） 

竹のこと知ってる？竹を使

って工作の技を学ぼう！ 
45 人 

中止 
松阪農業公園 

ベルファーム 
9 月 18 日(日) 県産スギのイス作り 台風接近 

中止 
松阪農業公園 

ベルファーム 

9 月 19 日 

(月・祝） 
マイ箸作り 〃 

23 イオンモール東員 
9 月 23 日 

(金・祝） 
スケルトンリーフ作り 51 人 

24 イオンモール東員 9 月 24 日(土) 森の妖精作り 36 人 

25 イオンモール東員 9 月 25 日(日) 間伐材で本立てを作ろう 36 人 

26 県営サンアリーナ 
10 月 10 日 

(月・祝) 
マイ箸作り 57 人 

27 松阪市森林公園 10 月 16 日(日) バードコール作り 80 人 

28 
松阪市農業公園ベルフ

ァーム 
10 月 29 日(土) マイ箸作り 54 人 

29 松阪市森林公園 12 月 11 日(日） 森のサンタクロース作り 66 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森の学校の実施の状況 

10 月 16 日松阪市農業公園 

ベルファーム 

12 月 11 日松阪市森林公園 
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 ④ 物品の貸出 

（目的）地域における森林教育活動を支援することを目的に森のせんせい、

森づくり活動団体、市町及び県を対象に、森林教育活動や森づくり活動に

必要な物品などを貸し出しました。 

 （貸し出し状況） 

番号 貸出先 貸出物品 貸出期間 用途・イベント等 

１ 森のせんせい 
もりぼーる、積木、も

くロック 

４月 18 日～

５月２日 

熊野の木に触れよう木

育イベント 

２ 森のせんせい イベントテント 
４月 28 日～

５月９日 

長谷園釜出し市での活

動 PR 

３ 森のせんせい 丸太切り台、ノコギリ 
７月 29 日～

８月１日 
久間田公民館イベント 

４ 森のせんせい ナイフ 
４月 21 日～

４月 26 日 

子どもブッシュクラフ

ト教室 

５ 
子育て支援セ

ンター 

もりぼーる、滑り台、

積木、他 

10 月 11 日～

10 月 13 日 

木木 木のおもちゃで

遊ぼう！ 

６ 
県松阪農林事

務所 

子どもフォレスタ―

なりきりセット 

７ 月 ４ 日 ～

７月 26 日 

みえこどもの城「キッ

ズおしごと広場」 

７ 
津農林水産事

務所 
森のはたらきパネル 

８ 月 ５ 日 ～

８月８日 
夏休み森と緑の親子塾 

８ 
森づくり活動

団体 

ヘルメット、ノコギ

リ、ナイフ 

８月 10 日～

８月 12 日 

子ども里山そうぞう学

校 2022・専科 

９ 
森づくり活動

団体 

ヘルメット、ノコギ

リ、ナイフ 

８月 19 日～

８月 22 日 

子ども里山そうぞう学

校 2022 

10 市民センター 
ヘルメット、丸太切り

台、ノコギリ 

８ 月 ３ 日 ～

８月５日 

森を守り、ワンちゃん

を守る「MORI・WAN」

体験活動 

11 市民センター 丸太切り台、ノコギリ 
10 月 14 日～

10 月 19 日 

いがびと交流と伊賀焼

きを学ぶ「iga-style」体

験活動 

12 市民センター 
ヘルメット、丸太切り

台、ノコギリ 

10 月 28 日～

11 月２日 

森を守り・伝統を学ぶ

「MORI・IGA」体験活動 

13 
森づくり活動

団体 

ヘルメット、ノコギ

リ、ナイフ 

８月 26 日～

８月 29 日 

子ども里山そうぞう学

校 2022・専科 

14 森のせんせい ヘルメット 
８月 22 日～

８月 26 日 
慶應志木の森 
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15 森のせんせい バーニングペン 
10 月４日～

10 月 11 日 

小学校における自然体

験学習 

16 森のせんせい バーニングペン 
11 月 10 日～

11 月 15 日 

小学校における自然体

験学習 

17 森のせんせい クッブ 
９月 12 日～

９月 20 日 
高校学園祭 

18 森のせんせい ヘルメット 
11 月 18 日～

11 月 21 日 
松阪フェス木バル 2022 

19 
子育て支援セ

ンター 
もりぼーる 

11 月 11 日～

11 月 24 日 

子育て支援センター事

業 

20 森のせんせい 

子どもフォレスタ―

なりきりセット、ガー

ド付きヘルメット 

10 月６日～

10 月 18 日 

第８回みえチェンソー

技術競技大会 

21 森のせんせい 紙芝居一式、ノコギリ 
10 月 21 日～

10 月 25 日 

MORIET～未来へつな

ぐ森づくり体験～ 

22 鈴鹿市 森のはたらきパネル 
10 月 28 日～

11 月４日 

緑に親しむ記念樹配布

事業 

23 森のせんせい ヴォイスウォーカー 
10 月 31 日～

11 月７日 

日本森林インストラク

ター協会全国研修会 

24 
三重県緑化推

進協会 
イベント用テント 

11 月 10 日～

11 月 14 日 
県民参加の植樹祭 

25 
県尾鷲農林水

産事務所 

ノコギリ、キリ、丸太

切り台 

11 月 17 日～

11 月 22 日 

三重紀北町 海・山こ

だわり市 

26 森のせんせい 森のはたらきパネル 
11 月 16 日～

11 月 25 日 
まるごと林業体験 

27 県林業研究所 丸太切り台 
11 月 24 日～

11 月 25 日 
小学校出前授業 

28 森のせんせい もりぼーる、他 
12 月２日～

12 月５日 

伊賀オーガニックフェ

スタ 2022 

29 森のせんせい ヴォイスウォーカー 
12 月 16 日～

12 月 19 日 

里山保全活動の市民講

座 

30 市教育委員会 
ノコギリ、バーニング

ペン 

２ 月 １ 日 ～

２月４日 
小学校出前授業 

31 県農林水産部 
三重の木ふるさと三

重かるた 

１月 26 日～

１月 31 日 

みえの木製品コンテス

ト表彰式 

 
クッブ 

資料２－２

1－91



 

（３）学校現場における森林教育の支援 

 ① 森林教育出前授業(12 回) 

（目的）市町、学校、保育所等における森林教育を支援するため、学校等か

らの要望に応じ、指導者の紹介やプログラム提案等を行い、出前授業を実

施しました。 

（内容）令和４年度は 21 か所から応募があり、これまで出前授業を実施し

ていない施設を対象に 12 か所で森林教育出前授業を実施しました。 

【出前授業実施個所一覧】 

市町 
開催場

所 
開催日 

対象 単元の位

置づけ 
内容 

桑名市 

深 谷 教

育 集 会

所 

８月９日 

(火) 

小学１～６

年生 30 名 

関係者４～

５名 

― 

・森林の話 

・桑名の森林クイズ 

・丸太切り体験 

・コースターやメダル作り 

木曽岬

町 

木 曽 岬

小学校 

11 月 15 日 

(火) 

小学４年生

32 名 

関係者３名 

総合学習 

学校の森について学ぼう！ 

・身近な森の観察 

・森林のはたらきと木の話 

・木に触れて木に親しもう 

津市 
安 濃 小

学校 

９月 26 日 

(月) 

特別支援学

級小学２～

６年生 12 名 

関係者７名 

自主活動 

・森林と木の話 

・丸太切り（ノコギリ）体験 

・バードコール作り 

・樹木の観察 

松阪市 
松 尾 小

学校 

12 月２日 

(金) 

小学５年生

47 名 

関係者３名 

社会科 

図工 

総合学習 

森の働きのおはなし 

県産材を使った木工工作など 

明和町 
修 正 小

学校 

12 月 13 日 

(火) 

小学５年生

６名 

関係者３名 

社会科 

図工 

・森や木、林業についての話 

・丸太切り体験 

・キーホルダー作り 

伊勢市 
中 島 小

学校 

10 月４日 

(火) 

小学５年生

42 名 

関係者２名 

社会科 

・森林の話と林業の話 

・丸太切り体験 

・コースター作り 

伊勢市 
み な と

小学校 

９月 28 日 

(水) 

小学５年生

54 名 

関係者２名 

社会科 

・森と木の話 

・地域の木を使ったマイ箸作

り 

伊勢市 
豊 浜 東

小学校 

11 月 10 日 

(木) 

小学５年生

８名 
社会科 

・森の話と林業の話 

・丸太切り体験 
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関係者２名 ・コースター作り 

伊勢市 
皇 学 館

中学校 

９月 20 日 

(火) 

中学２年生

26 名 

関係者６名 

総合学習 

・林業の現状や森林の働きと

SDGｓとの関わりについて 

・小箱の木工作 

南伊勢

町 

南 勢 中

学校 

１月 18 日 

(金) 

（予定） 

中学１年生

20 名 

関係者５名 

― 

・三重の森林や林業の話 

・地域の間伐材を活用した箸

作り 

志摩市 
神 明 小

学校 

７月 12 日 

(火) 

小学６年生

40 名 

関係者２名 

社会科 

図工 

・森と木の話 

・三重県産材を使ったマイ箸

づくり 

名張市 

特別支援

学校伊賀

つばさ学

園中学部 

７月８日 

(金) 

中学２年生

11 名 

関係者６名 

社会科、

理科（生

活） 

・木の話 

・スプーン作り 

合計 302 名   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出前授業の実施の状況 

1 月 18 日南伊勢町立南勢中学校 

 

 

12 月 13 日明和町立修正小学校 

 

 

子どもたちの声 

・丸太の切り方やクイズをしていっぱい学べてよかったです。また、みんなと

森林教室をやりたいです。森のせんせいとどこかで会いたいです。（深谷教育

集会場小学３年生） 

学校関係者の声 

・11 月に実施される本校の宿泊研修にもつながるとても良い体験でした。（皇

學館中学校） 

・座学の部分はとても勉強になりましたが、子どもたち（小学 1 年生）にとっ

ては少し理解が難しかったようです。（津市立安濃小学校） 

・授業のねらいを変えれば、どの学年でも実施することができると感じまし

た。（明和町立修正小学校） 
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 ② 森林教育活動のコーディネート 

（目的）森林教育活動を希望する市町、学校、保育所等において森林教育が実

施されるよう、指導者の紹介やプログラム構築等のコーディネートを 28 件行

いました。 

番

号 

コーディネート

対象 
実施月日 対象 内容 備考 

１ JTB 津支店 ９月10日 
子ども 11 名 

大人 19 名 

森林・林業の話と間

伐体験、ストラップ

づくり 

JTB 地球いきい

きプロジェクト 

２ 高田短期大学 
４月13日

～ 
教員７名 

７つのゼミナールに

森のせんせいを紹介 

ゼミナール特別

授業 

３ 
伊勢市教育委員

会中島小学校 
６月17日 

小学１年生

34 名 

ラブリバー公園での

自然体験 

きらり自然体験

活動推進事業 

触れる・作る・感

じる自然体験プ

ログラム 

４ 
伊勢市教育委員

会豊浜東小学校 
７月13日 

小学３～４

年生 19 名 

ハマボウ群生地での

観察会 

５ 
伊勢市教育委員

会小俣小学校 

10 月 11

日 

小学４年生

97 名 
森の話とクッブ体験 

６ 
伊勢市教育委員

会宮山小学校 

10 月 11

日 

小学４年生

48 名 
森の話とクッブ体験 

７ 
伊勢市教育委員

会小俣小学校 

10 月 21

日 

小学５～６

年生 251 名 
森の話とクッブ体験 

８ 
伊勢市教育委員

会上野小学校 

10 月 28

日 

小学１年生

19 名 

林業の話とオブジェ

作り 

９ 
伊勢市教育委員

会小俣小学校 

11 月 18

日 

小学１年生

106 名 

森林の話とコースタ

ー作り 

10 
伊勢市教育委員

会中島小学校 

11 月 21

日 

小学４～６

年生 95 名 
森の話とクッブ体験 

11 
鈴鹿市久間田公

民館 
４月19日 ― 

森のせんせいについ

て（問い合わせ相談） 

鈴鹿市公民館事

業 

12 
伊賀市丸柱市民

センター 
５月11日 ― 

事業内容と講師の相

談 

伊賀市市民セン

ター行事 

13 松阪市森林公園 ５月６日 ― 
森の学校の実施の相

談 
森の学校 
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14 
四日市市北部児

童館 
５月11日 ― 

出前授業と森の学校

の相談 

出前授業・森の学

校 

15 
鈴鹿市旭が丘公

民館 
５月12日 ― 

森のせんせいの派遣

とミエトイキャラバ

ンの相談 

環境学習センタ

ーの出前授業に

て実施 

16 
多気町農林商工

課 
５月18日 ― 出前授業の相談 

多気町「木と触れ

合う森林事業」植

樹活動 

17 
明和町教育委員

会 
10 月６日 

小学３～４

年生 26 名 

森林・林業の話とキ

ーホルダー作り 

明和町市町交付

金事業 

18 （株）伊藤萬 ８月７日 ― ブース出展の相談 

おかげさまダイ

ニング第 1 回マ

ルシェ 

19 
東員町立城山小

学校 
12 月２日 

小学５年生

20 名 

森探索と樹木観察、

樹木銘板作成と取り

付け 

東員町市町交付

金事業 

20 
伊賀市丸柱里山

を知る会 
９月29日 ２名 

自己保有林での里山

保全・活動の相談 
 

21 
鈴鹿市農林水産

課 他 
９月15日 ２名 

森林教育出前授業の

相談 
次年度計画 

22 
川越町おひさま

児童館 
10 月５日 １名 森の学校の相談 町単独事業 

23 
多気町農林商工

課 

12 月 12

日 
２名 

津田小学校における

出前授業の相談 

多気町市町交付

金事業 

24 
伊賀市立神戸小

学校 

１月26日 

２月14日 

小 学 １ ～ 2

年生 21 名 

森林や林業の話、キ

ノコの話と菌打ち体

験 

伊賀の森っこ育

成推進事業 

25 
多気町立津田小

学校 
２月上旬 

小学５～６

年生 18 名 

津田小学校における

出前授業・講師紹介 

津田小学校自主

事業 

26 
玉城町産業振興

課 
２月24日 年中 14 名 

下外城田保育園での

木育事業 

玉城町市町交付

金事業 
27 

玉城町産業振興

課 
３月１日 年中 37 名 

外城田保育園での木

育事業 

28 
玉城町産業振興

課 
３月15日 年中 72 名 

田丸保育園での木育

事業 
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（４）こども森の写真教室及びみえの森フォトコンテストの実施 

① こども森の写真教室 

（目的）カメラを通して森や自然のおもしろさや豊かさを発見してもら

うことを目的に、小中学生とその家族を対象に「こども森の写真教室」を

開催しました。 

（実施概要） 

場所：三重県総合博物館 MieMu 

参加人数：７組 16 名 

内容：講師に、県内外で活躍する写真家の松原豊さんをお迎えして、撮り

方のレクチャーを受けたあと、三重県総合博物館のミュージアムフィー

ルドの森を散策し、カメラにより写真を撮影しました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の声 

・スマホで写真を撮るのが当たり前になっているが、カメラの設定方法

などわかってよかった。 

・自分の撮影した写真を大きな画面で見ることができてよかった。 

 

実施の状況 
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② 第９回みえの森フォトコンテスト 

（目的）写真撮影を通じて森林や木に親しみ、その大切さを知っていいた

だくことを目的に、「三重の森林」をテーマにして「第９回みえの森フォ

トコンテスト」を開催しました。 

（実施概要） 

募集期間：令和４年６月 1 日から 10 月 10 日まで 

募集テーマ：三重の森林 

応募資格：県内在住又は通学・通園（所）等している 18 歳以下の方 

応募作品数：134 名 309 点 

      うち、小学生以下の部 48 名 101 点 

      うち、中学生以上の部 86 名 208 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査員の講評 

● 写真家 松原氏 

・小学生以下の部の特徴は、目についたものを直接的に捉えているものが

多く、親子で森林のおもしろさや美しさ、貴重さなどを一緒に感じながら写

真撮影を楽しんだのだと思いました。これからも新しい森林との出会いを

楽しんでもらいたいと思います。 

・中学生以上の部では、場所による環境の変化を捉えたものが多くありま

した。また、日常生活の中の森林との関わりを表現している作品もあり、そ

のような眼差しの存在は大変嬉しく思いました。 

● 三重大学教育学部 平山教授 

・今年も昨年同様 300 点を超える応募があり、大変うれしく思っています。 

・小学生以下の部では、子どもならではの低い視点から至近距離で、形のお

もしろさやユニークさを捉えた写真が多かった一方で、中学生以上の部で

は、林業、農業などの人の営みを含めて、その地域の特性を捉えた写真が多

くみられました。 

・これからもカメラを手に、三重の森林を歩いてもらえればと思います。 

● みえ森づくりサポートセンター 北野センター長 

・写真を撮る人の始点の多様性が感じられました。 

・南北に長く、また垂直的に海洋の温暖帯から亜寒帯までの森林がみられ

る三重県の自然は、変化に富んでいて、被写体として捉えるものは実に多い

と思います。 

・ぜひ、現地を訪れて三重県には様々な森林があることを体感していた

だきたいと思います。 
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第９回みえの森フォトコンテスト入賞作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生以下の部 最優秀賞作品 

「森の光」 

中学生以上の部 最優秀賞作品 

「木になりたい」 

小学生以下の部 優秀賞作品 

「ご先祖さまからの贈り物」 

中学生以上の部 優秀賞作品 

「海上の紙の森」 
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③ みえの森フォトコンテスト入賞作品展示 

 「三重の森林」をテーマに実施したみえの森フォトコンテストの入賞作

品を、公共施設や商業施設などで展示し、子どもたちの視点で捉えた三重

の森林をたくさんの方に見ていただきました。 

【みえの森フォトコンテスト入賞作品の展示状況】 

番号 展示場所 展示期間 対象 

１ イオンモール東員 ４月１日(金)～４月７日(木) 

第
８
回
入
賞
作
品 

２ イオンモール鈴鹿 ５月 16 日(月)～５月 22 日(日) 

３ イオンモール明和 ６月６日(月)～６月 12 日(日) 

４ イオンモール津南 ６月 13 日(月)～６月 19 日(日) 

５ イオンモール四日市北 ６月 27 日(月)～７月３日(日) 

６ イオンモール桑名 ７月４日(月)～７月 10 日(日) 

７ 熊野古道センター ７月 11 日(月)～７月 25 日(月) 

８ 三重県総合文化会館 ２月４日(土)【表彰式】 第
９
回
入
賞
作
品 

９ 三重県総合博物館 ２月 21 日(火)～３月 12 日(日) 

10 ハイトピア伊賀 ３月 15 日(水)～３月 24 日(金) 

11 イオンモール東員 ３月 27 日(月)～３月 31 日(金) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みえの森フォトコンテスト入賞作品展示の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みえ森林シンポジウムにおける展示の様子 イオンモール東員における展示の様子 
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（５）森づくり活動の支援 

① 県民参加の植樹祭 

広く県民に呼びかけ、森林を育む意識を醸成し、県民参加の森づく

りを推進することを目的に、令和５年３月４日(土)に菰野町の三重ぴよ

クエの森（三重県民の森）において『みんなで森づくり県民の森 de 植

樹祭』を開催しました。 

日時：令和５年３月４日(土)9:00 から 

場所：三重ぴよクエの森（三重県民の森） 

参加者：一般参加 25 名（子ども：15 名、大人 10 名） 

    地元みどりの少年隊３体 32 名（子ども：17 名、大人 15 名） 

   内容：ふれあいグリーンキャンペーンで三重トヨペットより寄

贈していただいた苗木６種類（クマノザクラ、キハダ、ホウノキ、イ

タヤカエデ、クヌギ、タムシバ）20 本を植樹しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みんなで森づくり県民の森 de植樹祭」における植栽の状況 
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② 森づくり活動支援講座 

（目的）地域で森づくり活動をさらに活発化するため、安全・安心な

活動に向けた森づくりに関する講習会を開催しました。 

（実施概要） 

参加人数：三重県内で森づくり活動をしている方 15 名 

【座学】 森林作業をする上での安全衛生講習  

６月４日(土) ９：00～16：00 中勢森林組合会議室 

【実技講習(刈払い機)】 

６月５日(日) ９：00～12：00 三重県林業研究所構内 

【実技講習(チェーンソー)】 

６月５日(日) 13：00～16：00 三重県林業研究所構内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森づくり活動支援講座の実施状況 
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（６）森林教育・森づくり活動に関する相談対応等 

市町や学校、森林教育指導者（森のせんせい）等からの森林教育や森づくり

活動に関する相談に随時対応し、活動のコーディネートや森林教育に関する情

報収集、普及啓発を行いました。 

 地方公共団体 教育機関 森のせんせい その他 計 

回数 ２７ ２３ １０ １３ ７３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主な問い合わせ内容 

・会社の CSR 活動の一環として、森林保全活動に取り組みたいが具体的に

予算の範囲内で何ができるか相談したい。（企業） 

・市が実施する自然体験事業に多くの小学校から要望があるので、その対

応策について相談したい。（市教育委員会） 

・公民館で行う森林教育活動で森のせんせいとして講師をする際の謝金の

扱いについて教えてほしい。（森のせんせい） 

・市民センターで行う自然教室における森のせんせいを紹介してほしい。

（市民センター） 

・森林公園のイベントで木工教室や自然観察をしていただける森のせんせ

いを紹介してほしい（森林公園管理者） 

・研究資料の収集のため、竹林整備をしている団体を紹介してほしい。（大

学関係者） 

・森づくり活動をしたい方がいるので、活動グループを紹介してほしい。

（大学関係者） 

・森づくりの活動プログラムを紹介する冊子作成のため、印刷物発行にか

かる助成金などの支援制度を教えてほしい。（森づくり活動団体） 

資料２－２

1－102



 

（７）森林教育・森づくりに関する冊子・季刊誌の発行など 

 ① 森林活動活動事例集の発行 

学校等において、森林教育の導入や取組の参考となるよう、県内で実施

された森林教育活動の取組を取りまとめた事例集を作成し、県内小中学校や

関係機関へ配布するとともに、その内容をみえ森づくりサポートセンターの

ホームページに掲載しました。 

発行部数：1,300 部 

記載事例数：県内の学校等で実施された森林教育活動 31 事例 

配布先：国公立特別支援学校、義務教育学校、掲載校、森林・林業関係

校、森のせんせい、森づくり活動団体、県市町農林担当部局、

三重県森林管理署 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林教育活動事例集 
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 ② 森林づくりニュースの発行 

県内における森林教育や森づくり活動に関する季刊誌を４回、それぞれ

2,000 部発行し、市町や森林教育関係施設及び森のせんせいなどに配布する

とともに、その内容をみえ森づくりサポートセンターのホームページに掲載

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林づくりニュース 
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③ ホームページや SNS を活用した情報発信 

県内における森林教育や森づくり活動に関する情報や、この事業がみえ

森と緑の県民税を活用して実施されていることを、みえ森づくりサポートセ

ンターのホームページやフェイスブック、インスタグラムを活用して発信し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

みえ森づくりサポートセンターのホームページ 

みえ森づくりサポートセンターの 

フェイスブック 

みえ森づくりサポートセンターの 

インスタグラム 
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（８）主な経費の内訳  

項目 

支出額

（円） 

内訳 

区分 金額（円） 備考 

みえ森づくり

サポートセン

ター運営事業 

29,601,511 

旅費 1,587 職員旅費 

光熱水費 1,983,000 電気代、水道代 

修繕費 440,333 貸与自動車の車検料 

損害保険

料 
20,010 貸与自動車の損害保険料 

委託料 27,110,981 

みえ森づくりサポートセンター

運営業務委託 

公課費 45,600 貸与自動車の自動車税 
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④－ウ：森林教育施設整備事業 

担当課：林業研究所 普及・森林教育課 

 

基本方針：②県民全体で森林を支える社会づくり 

対策区分：④森と人をつなぐ学びの場づくり 

 

１ 事業の目的 

県民の皆さんがいつでも利用できる森林教育の活動フィールドや木製遊具など

が常設された施設等を整備し、森林・林業、木材利用への理解を深め、意識の醸成

を図ることで、「県民全体で森林を支える社会づくり」を推進します。 

 

２ 令和 4年度事業の概要 

三重県民の森のステーションにおいて、感染症対策に努めながら、ステーショ

ンの適正な運営を行うとともに、定期的に森林教育にかかるイベント等を実施しま

した。 

また、三重県林業研究所の樹木図鑑園などの野外フィールドを森林教育活動が

行えるフィールドに再整備するための調査を実施しました。 

 

【具体的な取組】 

（１）三重県民の森みえ森林教育ステーションの運営 

（２）三重県林業研究所樹木図鑑園等の植生調査 

（３）林業研究所多目的広場整備 
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（１）三重県民の森みえ森林教育ステーションの運営 

目的 

 森林教育ステーションにおける森林教育や施設運営、安全管理

を適切に行い、本施設における森林教育を推進するとともに、利用

者に安心安全で快適な環境を提供し、より多くの利用者への森林・

林業、木材利用への理解を深めることを目的に、三重県民の森みえ

森林教育ステーションを運営します。 

期間 令和４年４月１日から令和５年３月 31 日まで 

場所 三重ぴよクエの森（三重県民の森）みえ森林教育ステーション 

対象 
利用者数 ９，７２８人 

未就学児とその保護者 

内容 

○ 三重県民の森「みえ森林教育ステーション」運営及び感染症対

策等にかかる安全管理業務委託 

・森林教育業務として、森林教育に関する展示や啓発物の作成

を行うとともに、毎月１回程度の森林教育に関するイベントを

開催しました。 

・運営業務として、資機材の管理やホームページ・SNS を活用

した情報発信を行いました。 

・安全利用業務として、感染症対策のため、利用は事前予約制

とし、利用人数を制限するほか、玩具の貸出や資機材の消毒を

行い、安心して利用していただける環境を整えました。 

【イベントの実施状況】 

４月 16 日丸太パズルづくり（参加者 31 人） 

４月 21 日丸太パズルづくり（参加者 14 人） 

６月 18 日木の実クラフト（参加者 27 人） 

６月 23 日木の実クラフト（参加者 18 人） 

７月 27 日チョウの幼虫を飼ってみよう（参加者 21 人） 

８月 17 日葉っぱクラフト（参加者 36 人） 

８月 27 日絵本「へんしん」読み聞かせ会（参加者 31 人） 

９月 17 日メッセージカード（参加者 29 人） 

９月 18 日メッセージカード（参加者 34 人） 

10 月 15 日ハロウィンランタンづくり（参加者 35 人） 

11 月１日秋さんぽ（参加者３人） 

11 月２日秋さんぽ（参加者 14 人） 

11 月４日秋さんぽ（参加者 16 人） 

11 月 6 日シイタケを育てよう（参加者 36 人） 

11 月 12 日どんぐりクッキーをつくろう（参加者 18 人） 

12 月 10 日木の枝でつくるクリスマスツリー（参加者 35 人） 

12 月 11 日カッティングボードづくり（参加者 31 人） 
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12 月 14 日木の枝でつくるクリスマスツリー（参加者 29 人） 

12 月 13 日～25 日落ち葉プール 

１月 25 日木の実でクラフト（参加者２人） 

１月 28 日木の実でクラフト（参加者 28 人） 

２月 11 日作って遊ぼう竹のおもちゃ（参加者 29 人） 

２月 21 日冬さんぽ（参加者７人） 

２月 22 日冬さんぽ（参加者 15 人） 

２月 24 日冬さんぽ（参加者２人） 

３月 16 日木の空間でベビトレヨガ（参加者９人） 

 

 

施設利用の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3 月 16 日木の空間でベビトレヨガ 

６月 18 日木の実クラフト ８月 17 日葉っぱクラフト 

野鳥のはく製の展示 
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（２）三重県林業研究所樹木図鑑園等の植生調査 

目的 

みえ森林教育ビジョンに基づき、子どもから大人まで誰もが

森林や木、木材に親しみ、自ら考え、判断して行動できる人に

育つことを促す森林教育活動を展開するため、三重県林業研究

所の樹木図鑑園及び緑化見本園をみえ森林教育ステーション

として整備・管理するための調査を行いました。 

時期 令和５年３月 

場所 三重県林業研究所 樹木図鑑園及び緑化見本園 

内容 

・樹木図鑑園及び緑化見本園の現地調査を基に、樹木の生育状況や

整備・管理の方針等について、学識経験者の助言をもとに検討しま

した。 

・調査の結果、樹木図鑑園、緑化見本園ともに、枯死・消失や育成

状況の悪化は見られるものの、明確なコンセプトに基づいて配植

されていることから、これらは現状を大きく変更することなく、森

林教育の場として有効活用できるものと考えられました。 

・学識経験者からは、本来の樹形や葉・花・果樹を観察できるよう

な管理・育成を行っていくことが望ましいという指摘がありまし

た。 

・令和５年度以降、この調査内容と学識経験者の意見を踏まえ、森

林教育の行えるフィールドとして整備をすすめていきます。 

 

  

樹木図鑑園に設置されている案内板 
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（３）林業研究所多目的広場整備 

目的 

子どもから大人まで誰もが林業研究所の樹木見本園等を活

用し、森林や木、木材に親しみ、自ら考え、判断して行動でき

る人に育つことを促す森林教育活動を展開することを目的に、

三重県林業研究所の多目的広場を整備しました。 

時期 令和５年３月 

場所 三重県林業研究所 多目的広場 

内容 

・幅広い年代・立場の県民を対象に、林業研究所の樹木図鑑園や見

本園を活用した森林教育を実施するため、多目的広場の整備を行

いました。 

 

多目的広場と進入路の整備状況  
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（４）主な経費の内訳   

項目 

支出額

（円） 

内訳 

区分 
金額

（円） 

備考 

森林教育施

設整備事業 

11,764,381 

委託費 7,084,000 

・みえ森林教育ステーション運

営業務委託 

・三重県林業研究所樹木図鑑園

等の植生調査 

工事請負費 4,367,000 ・林業研究所多目的広場整備 

その他事務経費 313,381  
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⑤：生物多様性推進事業 

担当課：みどり共生推進課 

 

基本方針：②県民全体で森林を支える社会づくり 

対策区分：⑤地域の身近な水や緑の環境づくり 

 

１ 事業の目的 

 活動団体や県民・事業者・行政などが連携して取り組む生物多様性の重要性に関する普

及啓発や自然環境保全活動を推進し、県民みんなで森林生態系等の生物多様性の保全が

図られる体制づくりを行うことで、森・川・海のつながりを意識した森林や緑、水辺環境

を守り、生物多様性の保全を図ります。 

 

２ 事業の必要性 

県では、これまで、地域の特性を踏まえた生物多様性の保全を進めるための地域戦略

である「みえ生物多様性推進プラン」の取組方針に沿って、生物多様性に関する理解の促

進を図るとともに、県民による地域の自然を守る保全活動など、地域と連携した取組を進

めてきました。 

その結果、自然環境の保全に取り組む活動団体数や希少種等の保全活動実施数が増加

するなど、一定の成果が得られました。 

一方で、近年、大規模な自然地の開発が増加しているほか、管理不足の里山等の増加、

外来生物の増加など、森林生態系の置かれている現況は依然として厳しい状況にありま

す。 

そのため、これまでの取り組みをさらに進めるとともに、今後は様々な主体と協力し

ながら生物多様性の保全に取り組んでいく必要があります。 

 

３ 事業の内容 

生物多様性推進施策に必要な基礎的な情報の収集や希少な動植物の生息状況を調査・整

理するとともに、生物多様性に関する普及啓発に取り組みます。 

また、自然環境保全団体や専門家と協力して生物多様性の保全を推進します。 
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４ 令和４年度生物多様性推進事業の実績 

（１）野生生物の生息状況調査 

 生物多様性推進施策に必要な野生動植物種の情報を把握するため、県内の湖沼・河川等

にて、現況の確認及び野性鳥類（ガン類、カモ類、ハクチョウ類、カワウ）の生息状況調

査を実施しました。（３３８地点） 

写真．鳥類の生息状況調査 

 

（２）希少種評価対象リストの作成・調査 

 生物多様性保全の重要性がより一層求められている中、県の発行する「三重県レッドデ

ータブック２０１５」は希少種保全の基礎資料として広く活用されていますが、発行から

７年が経過し、内容の見直しが必要となっています。そこで、改訂に向けた評価対象種の

選定及び生息状況調査を実施するとともに、自然観察会や調査体験会等のイベントを２

０回開催し、生物多様性の重要性についての普及啓発を行いました。 

 また、県内の野生生物の生息状況を把握し、事業者への適切な指導を行うため、野生生

物生息情報の迅速かつ正確な検索及び登録が可能となるデータベースを整備しました。 

 

表１．「三重県レッドデータブック２０１５」改訂スケジュール 

 R4 R5 R6 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評価カテゴリー策定         aa   

ホットスポットみえ検討         aa           aa aa  

評価対象種選定         aaaaaaaaaaaaa   

生息状況調査         aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa Aaaaaaaaaaaaaaaaa 予備調査                     

カテゴリー評価                aaaaaaaaaaaaaaaaa  

レッドリスト案作成                            aaaaa  

執筆   aaaaaaaaaaaaaaaaaaaa 

RDB 案作成                        aaa 

編集・製本                 aaaaaaaaaaaaaaaaa 

普及啓発         aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa 
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表２．主な生息状況調査の実施状況 

調査日 部会 調査場所 調査内容、調査種など 

７月１３日 植物 志摩市 コモウセンゴケ 

８月１日 植物 大紀町 ウエマツソウ等 

９月２７日 魚類 熊野市 汽水性ハゼ類 

１０月１２日 貝類 田中川 塩性湿地、干潟の貝類 

１０月１４日 魚類 多気町 トウカイヨシノボリ 

１１月３日 植物 熊野市 カワラハハコ等 

１１月１５日 鳥類 東紀州 海鳥 

１２月６日 クモ類 松阪市 キシノウエトタテグモ等 

１月３日 蘚苔類 紀宝町 クマノゴケ等 

１月１８日 昆虫類 伊勢神宮宮域林 オサムシ科 

２月６日 蘚苔類 尾鷲市 クサリゴケ等 

３月１４日 貝類 伊勢神宮宮域林 淡水貝類 

 

 表３．主な普及啓発イベント実施状況 

 

実施日 イベント名 場所 参加者 実施概要 

８月７日 加太川の生き物

を調べてみよう 

亀山市森林公園 

加太川 

親子１５組程度 加太川にて魚類

等の水生生物の

観察会 

８月９日 なつやすみのひ

ょうほんづくり 

磯部生涯学習セ

ンター 

小学生及び付き

添い１０組 

昆虫の標本作成

体験 

８月１０日 ぼくら生き物調

査隊 

みえこどもの城 小学生及び付き

添い２０組 

昆虫の標本作成

体験 

８月２８日 里山塾 亀山みちくさ公

園 

親子１５組程度 ため池の水生生

物観察・池干し 

９月１０日 鈴鹿川探検隊 安楽川 親子１５組程度 安楽川にて魚類

等の水生生物の

観察会 

９月２７日 魚類調査体験会 熊野市内河川 大学生２名 汽水性ハゼ類の

生息確認調査 

１０月１６日 里山塾 亀山みちくさ公

園 

親子１５組程度 亀山みちくさ公

園での生き物全

般の観察会 
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写真．８月９日 なつやすみひょうほんづくり     写真．８月２８日 里山塾 

  写真．RDB啓発用パンフレット        写真．データベース画面 

 

（３）自然環境保全活動の支援 

 生物多様性保全活動について、専門家の派遣を行うなどにより支援を行いました。（表

４参照）また、県指定種の保全・周知を進めるため、県指定種パンフレットを増刷しまし

た。 

 

表４．自然環境保全活動の実施状況 

対 象 種 活動時期 実 施 内 容 

マメナシ 令和４年４月 保全活動団体、専門家とともに調査および保全活動を行った。 

ギフチョウ 令和４年４月 保全活動団体とともに調査を行った。 

アゼオトギリ 令和４年６月 保全活動団体、専門家とともに保全活動を行った。 

マイヅルテン 

ナンショウ 
令和４年６月 保全活動団体とともに調査を行った。 

ハルサキヤマガ

ラシ（外来種） 
令和４年６月 保全活動団体とともに駆除活動を行った。 

ため池の外来種 令和４年１１月 保全活動団体とともに駆除活動を行った。 

フクロウ 令和４年１１月 保全活動団体とともに保全活動を行った。 

須賀利大池 令和５年３月 保全活動団体、専門家とともに調査および保全活動を行った。 
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写真．保全活動の実施状況（マメナシ） 写真．保全活動の実施状況（ギフチョウ） 

写真．保全活動の実施状況（マイヅルテンナンショウ）  写真．保全活動の実施状況（フクロウ） 

 

５ 主な経費の内訳 

項目 数量 単位 
金額 

（千円） 
備考 

野生生物の生息状況調査（鳥類） 1 式 426 委託料：418 旅費：6 使用料：2 

希少種評価対象リストの作成・

調査及び普及啓発（委託） 

1 業務 13,881 ・専門家による改訂委員会設置 

・専門家団体による生息状況調査 

・普及啓発 

データベース整備（委託） 1 業務 2,145  

自然環境保全活動の支援 1 式 110 報償費：18 旅費：34 消耗品費：16 

傷害保険料：5 使用料：37 

普及啓発物品の作成 1 式 73 県指定種パンフレット：3000 部 

その他事務経費等 1 式 437  

合計   17,072  
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森林とふれあう自然公園環境整備事業  

令和５年３月末現在  

１．事業の目的  

 地域の活動団体や市町等と連携し、自然公園や森林公園を活用した森林教

育のイベントやガイドツアーなどの推進と、自然公園や森林公園にある歩道

等の施設整備を行うことにより、県民が森林や緑と親しむ機会を創出し、身

近な緑や水辺の環境と県民との関係を深めます。  

２．令和４年度事業実績  

 １）森林にふれあう活動の推進  

県民が森林とふれあう機会を増大するため、県内にある自然公園内の園地

や歩道、森林公園を活用して自然観察ツアーや森林教育イベントを行い、豊

かな生態系の観察や森林のはたらきを伝えると共に、一人ひとりが健やかな

森林を次世代に引き継ぐ大切さを感じることができる「県民全体で森林を支

える社会づくり」のための森林教育と施設整備を行いました。  

 

◆自然公園・自然歩道での取組状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然観察ツアー  

ウォーキングツアーの状況  

自然観察ツアー  

ウォーキングツアーの状況  

自然観察ツアー  

ツアーガイドからの説明状況  

自然観察ツアー  

ツアーガイドからの説明状況  
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◆大杉谷登山歩道での取組状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林教育イベント（植樹体験）  

参加者による植樹状況  

（自然環境保全活動）  

森林教育イベント（植樹体験）  

参加者による植樹状況  

（自然環境保全活動）  

自然観察ツアー＆ボランティア整備  

ツアーガイドからの説明状況  

森林教育イベント（植樹体験）  

参加者による植樹状況  

（自然環境保全活動）  

自然観察ツアー＆ボランティア整備  

ツアーガイドからの説明状況  

森林教育イベント（植樹体験）  

参加者による植樹状況  

（自然環境保全活動）  
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◆森林公園での取組状況  

〇三重県民の森  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然観察ツアー＆ボランティア整備  

参加者による歩道の補修作業状況  

 

自然観察ツアー＆ボンティア整備  

参加者によるゴミ拾い作業状況  

（自然環境保全活動）  

 

自然観察ツアー＆ボランティア整備  

集められたゴミ  

（自然環境保全活動）  

 

 

森林教育イベント「ｱｽﾚﾁｯｸをつくろう！」 

参加者による木製ｱｽﾚﾁｯｸの整備状況  

森林教育イベント「ｱｽﾚﾁｯｸをつくろう！」 

参加者による木製ｱｽﾚﾁｯｸの整備状況  

自然観察ツアー＆ボランティア整備  

参加者による歩道の補修作業状況  
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 〇上野森林公園  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林教育イベント「ｱｽﾚﾁｯｸをつくろう！」 

丸太ベンチづくりの状況  

森林教育イベント「ｱｽﾚﾁｯｸをつくろう！」 

森林教育実施状況（ヒノキチップづくり） 

森林教育イベント「親子で大工体験」  

大工体験状況  

森林教育イベント「親子で大工体験」  

丸太椅子製作体験  

森林教育イベント「親子で大工体験」  

講師からの説明状況  

森林教育イベント「親子で大工体験」  

講師からの説明状況  
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◆森林教育実績  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆自然公園等の年間利用者数  

名称  利用者数（人）  備考  

大杉谷登山歩道（吉野

熊野国立公園内）  

6,670 令和 4 年度実績  

伊勢志摩国立公園  576 万  令和 2 年度実績  

御 在 所 ロ ー プ ウ ェ イ

（鈴鹿国定公園内）  

319,533 令和 3 年度実績  

奥伊勢宮川峡県立自然

公園  

585,000 令和 2 年度実績  

三重県民の森  183,139 令和 4 年度実績  

上野森林公園  116,026 令和 4 年度実績  

 

３．『みえ森と緑の県民税』による取り組みであることの周知方法  

・自然観察ツアーや森林教育イベント（以下、イベントという。）の募集チラ

シや自然公園内での活動ポスター等に、『みえ森と緑の県民税』を活用して

いることが分かるように周知を行いました。  

・イベントの参加者に対して、『みえ森と緑の県民税』のパンフレットなどの

配布を行い、開催時の最初に参加者に対して、『みえ森と緑の県民税』の目

自然公園名 自然公園施設名 実施場所 実施日 参加人数 内容

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 伊勢市 9月24日 ６名 自然観察と文化歴史ツアー（二見町ウォーキング）

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 鳥羽市 10月1日 ７名 自然観察ツアー（菅島ウォーキング）と海女さんふれあい体験

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 志摩市 10月23日 ２２名 自然観察ツアー（麦崎ウォーキング）と魚釣り体験

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 鳥羽市 11月6日 １９名 自然観察ツアー（神島ウォーキング）

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 鳥羽市 11月19日 ４８名 森林教育イベント（クラフト体験教室）

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 鳥羽市 11月20日 １２名 森林教育イベント（クラフト体験教室）

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道
鳥羽市

志摩市
12月3日 ９名 自然観察ツアー（青峯山ウォーキング）

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 南伊勢町 12月4日 １２名 自然観察ツアー（宿浦・田曽浦の浅間山ウォーキング）

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 志摩市 1月15日 １６名 自然観察ツアー（国府散策ウォーキング）

伊勢志摩国立公園 近畿自然歩道 志摩市 1月29日 ２０名
自然観察ツアー（御座金比羅山と英虞湾を巡るウォーキン

グ）

８月６，７日 ８名
自然観察ツアー（トレッキング）と

ボランティア整備（歩道整備、ゴミ拾い）

１０月２９，３０日 ８名
自然観察ツアー（トレッキング）と

ボランティア整備（歩道整備、ゴミ拾い）

鈴鹿国定公園 御在所岳園地 菰野町 9月11日 ５５名 森林教育イベント（植樹：自然環境保全活動）

吉野熊野国立公園

奥伊勢宮川狭県立

自然公園

大杉谷登山歩道

大杉谷自然の家
大台町 10月23日 １８名 森林教育イベント（森林と水のサイクリングツアー）

自然公園外 上野森林公園 伊賀市 3月4日 ２２名 森林教育イベント（木製ベンチ整備）

自然公園外 三重県民の森 菰野町 3月12日 １３名 森林教育イベント（木製複合遊具（すべり台）整備）

大杉谷登山歩道 大台町吉野熊野国立公園
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的や認知度確認、並びに参加しているイベントが『みえ森と緑の県民税』の

取り組みのひとつであることの周知を行いました。  

・イベント開催中は、『みえ森と緑の県民税』によるイベントであることが分

かるように『のぼり旗』を設置し、イベント参加者以外の方々にもＰＲを行

いました。  

・植樹活動や施設整備の修繕が行われた箇所には、『みえ森と緑の県民税』を

活用して行われたことが分かるように看板などを設置しました。  

・ホームページやＳＮＳなどを活用してイベントの状況を掲載しています。  

・県立図書館や県庁舎で、事業の内容と取り組み状況についてパネル展示によ

るＰＲを行いました。  

・イベントの中にはケーブルテレビで放送されたものもあり、多くの方々に情

報発信ができました。  

 

◆イベント開催募集チラシや自然公園内の活動状況ポスターでの周知状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆イベント開催時に活用したパンフレット  

 

 

 

 

 

 

 

 

チラシやポスターでの周知状況  

活動目的やロゴマークなどを記載  
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◆イベント開催中での周知状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆施設整備を行った箇所の周知状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント開催中での周知状況  

「みえ森と緑の県民税」のぼり旗を設置  

自然環境保全活動を行った箇所の周知状況  

「みえ森と緑の県民税」の看板を設置  

（御在所岳）  

施設整備を行った箇所の周知状況  

「みえ森と緑の県民税」の看板を設置  

（上野森林公園）  
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◆ホームページでのイベント実施状況の周知  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆県立図書館及び県庁舎でのパネル展示による周知状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然環境保全活動を行った箇所の周知状況  

三重県ホームページへの掲載  

周知状況（パネル展示）  

県立図書館  

周知状況（パネル展示）  

津庁舎  

周知状況（パネル展示）  

伊勢庁舎  

周知状況（パネル展示）  

尾鷲庁舎  
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◆テレビ取材状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．参加者の意見及び感想  

・サイクリングを通して森林のことも学べてとてもよかったです。  

・みえ森と緑の県民税について周知する事が必要だと思います。今回のイベントに参

加し、その事を知る事が出来て良かったです。  

・コンクリートや護岸工事などで土地を固めるのではなく、昔の日本の治水の技や作

法をとり入れた山の整備を希望します。豊かな三重の森をこれ以上無くさずにいて

ほしいです。学校教育でも森の現状や回復の方法などもっと取り上げていってほし

いです。  

・自然について仙人から学ぶことができておもしろかった。自然と関わる活動を増や

してほしい。今回の貴重な体験を、ありがとうございました。  

・普段、木材に触れる機会がないので、子どもたちにとって良い経験になりました。 

・子どもと一緒に、なかなか出来ないことが出来て良い経験になりました。  

・のこぎり、かなづち、皮むき、全部力がいるものだったけど、やり終わったら達成

感があった。  

・初めて植樹の体験ができ、楽しかった。  

・シカによる食害が進んでいることを知って、驚いている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林教育イベント「親子で大工体験」  

テレビ撮影状況（上野森林公園）  
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５．主な経費の内訳  

委託業務名  契約先  契約額（円）  

森林とふれあう自然公園

環境整備業務委託（大杉

谷）  

公益社団法人  

大杉谷登山センター  

3,520,000 

Happy Birthday! 伊 勢 志

摩国立公園  

一般財団法人伊勢志摩国

立公園協会  

1,661,000 

森林とふれあう自然公園

環境整備業務委託（御在

所岳）  

御在所ロープウエイ株式

会社  

869,000 

森林とふれあう自然公園

環境整備業務委託（宮川

ダム湖）  

NPO 法人大杉谷自然学校  627,000 

森林とふれあう自然公園

環境整備業務委託（三重

県民の森）  

NPO 法人 ECCOM 957,000 

森林とふれあう自然公園

環境整備業務委託（上野

森林公園）  

NPO 法人 ECCOM 968,000 

その他事務経費等   455,489 

合計   9,057,489 
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